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文化推進担当理事 李　成 市
（文学学術院教授）

早 稲 田 文 化 の 発 信　　文 化 推 進 部 年 報 2 0 1 5 年 度 版 の 刊 行 に あ た っ て

　早稲田大学は、建学以来、積み重ねてきた歴史と伝統をとおして、

日本社会とその文化に貢献してきました。その蓄積は、しばしば早稲

田らしさ、あるいは「早稲田文化」と称され、在学生、教職員、卒業

生を含め広く早稲田関係者の誇りを醸成してきました。

　文化推進部は「早稲田文化」の発信の中心的な役割を担うとともに、

学生・校友・地域へと、広く開かれた連携による「知」の共創と創出

を図りながら社会に貢献することを目指し､ 2007年に設置されまし

た。従来から独自に展開してきた坪内博士記念演劇博物館、會津八一

記念博物館、大学史資料センターの三機関に、文化推進部直属の事務

組織として文化企画課を加え、それぞれが独自の役割を担いつつも、

それらが早稲田における「文化の束」として一体となって活動をして

います。

　早稲田大学では、国宝２件、重要文化財７件、重要美術品８件を含

む美術品、書画、博物資料、図書資料、映像資料など、約500万点以

上を所蔵していますが、これらは、早稲田文化の核をなす貴重な文化

資産です。文化推進部ではこれらの資源の公開と活用にも積極的に努

めています。

　文化活動を展開するうえで充実した文化施設は不可欠ですが、大隈

記念講堂や小野記念講堂での各種事業の実施や運営にも取り組んでい

ます。2014年９月には学内外に早稲田大学の歴史と未来を発信する

拠点である「ワセダギャラリー」をリニューアルオープン、2015年

４月には27号館１階を改修してショーウィンドウスペースを創設す

るなど、文化活動の拠点も拡大させています。

　早稲田大学では、2032年の創立150周年に向けて中長期計画

「Waseda Vision 150」を策定し、理想の大学像を打ち立てるための

各種プロジェクトを検討・実施しており、文化推進部でも「早稲田ら

しさと誇りの醸成をめざして－早稲田文化の推進」を核心戦略のひと

つに掲げています。

　早稲田文化を早稲田の内外、特に、外から見たとき、それは早稲田

らしさと結びつきます。早稲田らしさが語られるとき、早稲田の関係

者は、早稲田への帰属意識と誇りをあらためて感じることになりま

す。「早稲田らしさと誇りの醸成をめざして－早稲田文化の推進」の

目的は、１. 早稲田文化とは何かをあらためて確認するとともに、そ

の充実と展開のプロセスを明らかにすること、２. 早稲田文化を早稲

田らしさの評価につなげ、その評価を高めること、３. 早稲田の誇り

の一層の醸成にあり、各目的の実現を通して新たな文化の創成への寄

与を目指しています。この目的の実現のために７つのプロジェクトを

立ち上げ、独創的な事業に取り組んでいます（①文化・芸術の推進と

キャンパスからの文化発信プロジェクト、②地域との連携による文化

発信と施設の有効活用プロジェクト、③バーチャルミュージアム－文

化資源データベース公開の強化・拡充プロジェクト、④早稲田大学

百五十年史編纂プロジェクト、⑤早稲田スポーツの新たな展開プロ

ジェクト、⑥早稲田らしさと誇りの探求プロジェクト、⑦ワセダ演劇

の発信力強化プロジェクト）。

＊

　社会における大学の存在意義は、何よりもまず教育・研究にあるの

はもちろんですが、そこから生成される「文化」の力を発信すること

により、大学と社会の結びつきをより強め、ひいては社会の豊かさに

貢献する、そこに文化推進部の真にして無二の役割がある、と確信し

ております。東西古今の「文化の潮」が渦巻く早稲田からの力強い文

化発信と、早稲田の文化を未来の世代へ承け継ぐことが私どもの大切

な使命であると考えています。

　「早稲田文化」は「スポーツ」や「科学」などの分野をも含み、学生、

卒業生の活動・活躍も早稲田文化の重要な構成要素です。また、本学

の校友だけではなく、広く社会一般の方々にも理解、共感を得て、早

稲田文化を広げて行きたいと考えています。今後とも本学の文化事業

へのご理解とご支援を心からお願い申し上げます。
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ご 挨 拶

文化推進部長 十 重 田　裕 一
（文学学術院教授）

文 化 推 進 部 の 動 き（ 2 0 1 5 年 度 ）

　本学文化推進部は、早稲田文化の魅力ある発信を目指して､ 2015年度も

多種多様な文化事業を実施して参りました。文化推進部として推進する事

業は、大きく分けて「大学施設を利用した文化事業」と、「地域交流事業と

して主に学外において実施する文化事業」の２つとなります。

　前者としては、４月恒例の、人間国宝で2015年に文化功労者表彰を受け、

早稲田大学芸術功労者の野村万作様、ご子息の野村萬斎様による「早稲田

狂言の夕べ」、学生が主体的に演劇・映画・音楽等の活動を企画運営する、

６月開催の「早稲田学生文化・芸術祭」、10月の創立記念日の前後に、大学

の教職員や大学内各箇所が主催する「早稲田文化芸術週間」が主なものと

なります。

　これらのイベントは、その場その場を盛り上げる効果は十分にあります

が、大学が過去から積み上げてきた文化資産には、実はいつでも触れること

ができることを学生にもっと知ってもらいたいという思いもあり、2015年

度からの新たな取り組みとして、大学内の文化施設（坪内博士記念演劇博

物館、會津八一記念博物館、大隈記念室）が収蔵する文化・情報資源をよ

り積極的に利用・活用してもらえるきっかけとなるよう、６月に「Museum 

Week」を展開しました。これらは、各施設を利用してコンサートなどを行

う「Museum LIVE」、各施設を専門担当者が案内する「Museum Tour」、そ

して学内各文化施設を横断して展開する「Museum Stamp Rally」からなり、

Stamp Rallyは一般の方を含め、多くの方から好評を得ることができました。

　また、「早稲田文化芸術週間」についても、総イベント数は2014年度の約

２倍を数え、総来場者数も１万人を超える一大イベントに成長しております。

　後者の「地域交流事業」については、文化推進部では2015年度も以下の

ような展開を行いました。

・福島県白河市　早稲田大学「Street Corner Symphony」アカペラ公演 in 

白河

・ 埼玉県本庄市　本庄早稲田の杜地域連携展覧会　児玉地域のはにわ大集合

・千葉県鴨川市　おもしろ科学実験教室

・東京都新宿区　新宿区夏目漱石記念施設整備プロジェクト　Vol.5「それ

ぞれの漱石」

・東京都中野区　早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2015」

・東京都西東京市 “中学生による” 縄文まちづくり提案　－下野谷遺跡を活

かして－

・長野県軽井沢町　おもしろ科学実験教室

・岐阜県美濃加茂市　早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業　学生公演

「さよなら自転車泥棒」、みのかも「声のドラマ」の会　朗読公演（早稲田

小劇場どらま館）

　これらの地域以外からも、早稲田大学と地域交流事業を行いたいという要

請を受けており、2016年度は更なる展開をできるものと考えております。

　以上の取り組みのほか、文化推進部では大隈記念講堂、小野記念講堂、

ワセダギャラリー、125記念室等を活用し、数多くの企画展示を実施して

いますが、2015年度の特筆すべき取り組みとして、2016年１月から２月に

行った「宮崎滔天と早稲田に学んだ中国留学生展」が挙げられます。東京

専門学校（早稲田大学の前身）に一時在籍した宮崎滔天は、後に孫文らと

出会い、中国革命の支援者として生きたことで知られ、1905年に本学が設

立した清国留学生部において、中国の政治、教育分野で活躍することとな

る留学生たちと知り合いました。清国留学生部開設110年を記念し、滔天と

早稲田に学んだ中国留学生を紹介するものとしてこの展覧会を企画・実施

し、会期中にはシンポジウムなどの関連イベントも実施しました。展覧会に

は1,200名を超える来場者があり、共同通信配信記事が熊本日日新聞（２月

12日）、信濃毎日新聞（２月12日）に掲載されたほか、北海道新聞、東京新

聞、京都新聞、西日本新聞など35社のウェブサイト版に掲載されるという、

非常に大きな反響を得ることができております。

　文化推進部の関係三機関（坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物

館、大学史資料センター）も、活発な活動を行うとともに、特色のある取り

組みを展開しています。

　坪内博士記念演劇博物館では、様々なテーマのもと企画展を開催し、各

企画展にあわせて講演会、ギャラリートークなども行うことで多くの方々が

来場されました。また、研究面においても、文部科学省より演劇映像学連携

研究拠点の指定を受け、日本の演劇の拠点としての活動を展開しておりま

す。また、多くの外部資金で研究活動を続けております。

　會津八一記念博物館では、大学が所蔵する文化財・美術品を展示してい

る常設展示や見応えのある陶磁や書画を集めた富岡重憲コレクション、ま

た、企画展示に加えてのギャラリートークなども実施し、好評を得ています。

　大学史資料センターでは、本学の歴史に関する企画展示などを開催する

とともに、「早稲田大学百五十年史」編纂委員会の活動も順調に進行してい

ます。

　本年報には、これら文化推進部関係諸機関において行われたさまざまな

文化活動の詳細を掲載していますので、ご参照ください。

　早稲田大学では、大隈記念講堂、小野記念講堂、ワセダギャラリー、

125記念室を活用し展開する様々なイベント情報を、文化推進部ホーム

ページ、メールニュースなどで発信し、多くの方に知っていただくよう努

めていますが、地方にお住まいでなかなか大学にお越しになれない方もお

られますし、大学には公開されていない多くの貴重資料が収蔵されていま

す。大学では、これらの貴重資料を多くの方にご覧いただくことができる

ように、また学術的な研究にも役立てられるよう、インターネットを活用

した「文化資源デジタルアーカイブズ」の整備を進め、その公開を目指し

ているところです。

　今後とも本学の文化事業へのご理解とご支援を心からお願い申し上げ 

ます。
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坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館

ご 挨 拶

坪内博士記念演劇博物館館長 岡 室　美 奈 子
（文学学術院教授）

坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館 （ エ ン パ ク ） の 一 年

　おかげさまでエンパクこと演劇博物館は､ 2015年度も多彩な活動

を展開することができたことを、まずはご報告申し上げたい。春季企

画展として「幻燈展―― プロジェクション・メディアの考古学」を

開催し、カタログを青弓社より刊行した。関連企画として、劇団みん

わ座、林家正雀師匠、説教節の会のご協力により、幻燈発祥の地・神

楽坂にある赤城神社の境内で「七夕落語と写し絵上映会」を行ない、

忘れられない夜となった。直前まで降っていた雨もぴたりと止み、境

内を埋め尽くした約400名のお客様に心ゆくまで楽しんでいただけた

ことと思う。みんわ座によるワークショップ「作ってみよう・写して

みよう」では、アニメの起源ともいわれる伝統芸能「写し絵」を実際

に制作して上映し、小学生から大人まで多様な年齢の参加者の皆様に

江戸の文化に触れていただくことができた。秋季には、エンパク初

のダンス展となる「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」展を開催

した。その関連で、ベルギーを代表するダンス・カンパニー「Rosas

（ローザス）」の創立者の一人である池田扶美代さんによるダンス・

ワークショップ「Re: Rosas!」を３日間にわたって行った。最終日に

井深大記念ホールで撮影された参加者たちのダンス動画は、現在、

YouTube上とローザス公式ホームページ上で公開されているので、ぜ

ひご覧いただきたい。また、国際的に活躍するダンサーの田中泯氏を

お迎えしてギャラリーとエンパク前舞台で「場踊り」を踊っていただ

くことができたほか、スペインの演出家ロジェ・ベルナット氏をお迎

えしての観客参加型イベント『春の祭典』や、コンタクト・ゴンゾに

よるパフォーマンス『訓練されていない素人のための振付コンセプ

ト001/002』はいずれも盛会となった。こうした取り組みによって、

従来のお客様に加えて学生や若いお客様が増えたことも大きな喜びで

ある。

　秋には、伝説の名女優・京マチ子さんのご協力の下、京マチ子展と

映画祭を開催した。京さんご自身が選んでくださった『甘い汗』、『赤

線地帯』、『濡れ髪牡丹』など代表作７本をすべて35ミリフィルムで

上映し、「グランプリ女優」という異名を持つ大女優の世界を多数の

ご来場者にご堪能いただいた。

　また、14年度に続いて文化庁「地域の核となる美術館・歴史博物館

支援事業」の一環として、「エンパク★こども映画教室2015」を開催し、

昨年同様、是枝裕和監督のご指導の下、228名の応募者の中から抽選

で選ばれた30名の小学生たちが、３日間で驚くほど質の高いドキュメ

ンタリー映画を完成させ、上映会に来場したご家族や一般の観客を唸

らせた。特別支援学校等への伝統芸能出前講座も善竹十郎先生らのご

協力を得て例年通り行い、笑い声の絶えない楽しい時間となった。

　当館が力を入れているデジタル・アーカイブでは、14年度から公開

を始めた能面や伎楽面の3D画像が国内外から注目を集めつつあり、

11月に研修のため来館されたJAL（海外の図書館・博物館等で日本文

化を扱う司書・学芸員）のメンバーの方がたにも高く評価していただ

いた。

　研究面でも、当館が運営する演劇映像学連携研究拠点（文部科学省

共同利用・共同研究拠点）では、無声映画の伴奏音楽の楽譜や千田是

也・伊藤道朗資料、坪内逍遙・士行資料など、未公開あるいは未整理

資料の目録作成・考証・研究・デジタル化で、すぐれた成果を上げる

ことができた。公募によって選ばれた各研究チームの皆様に心から感

謝申し上げる。2016年度は共同利用・共同研究拠点の機能強化支援

事業に採択されており、国際的連携や人材育成に一層力を注ぐ所存で

ある。

　文化庁助成事業である「舞台芸術・芸能関係映像のデジタル保存・

活用に関する調査研究」では、全国の劇団・劇場・文化施設等にアン

ケート調査を行い、大量のVHSによる記録映像の存在など舞台芸術

特有の問題点を洗い出し、そうした記録映像の効果的な保存方法や著

作権処理の問題等をめぐる研究会、貴重な舞台映像の試験的なデジタ

ル化を行ったほか、シンポジウム「舞台芸術のアーカイブをめぐっ

て」では、舞台芸術のアーカイブ構築・運用に携わる方々をお招きし

て、アーカイブの現状を多様な角度から検証した。また、本事業でデ

ジタル化した『夏芝居ホワイト・コメディ』（アートシアター新宿文

化、1970年）の貴重な記録映像の上映会を行い、俳優の渡辺美佐子

氏と白石加代子氏、演劇評論家の大笹吉雄氏によるトークを行い、演

劇ファンの観客を沸かせた。

　こうした多彩な活動は、大学予算のほか、文部科学省、文化庁、日

本学術振興会等による助成、そして皆様からのご芳志によって成り

立っており、ご関係の皆様に心から感謝申し上げる次第である。

　2016年はシェイクスピア没後400年である。エンパクは３月に、

早稲田大学文学学術院とともに、シェイクスピア研究の国際的拠点で

あるシェイクスピア・インスティテュートを擁するバーミンガム大学

と覚書を締結した。2016年度は展示やイベントのほか、海外との連

携にも力を入れて一層充実した活動を展開し、演劇・映像文化の発展

により貢献できるよう努めたいと思う。
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ご 挨 拶

會津八一記念博物館館長 塚 原　史
（法学学術院教授）

ALL ART HAS BEEN CONTEMPORARY――會津八一記念博物館の動き（2015年度）

　冒頭から恐縮ながら、昨年度の報告に当館の年間入場者数が「２万人を

超えた」と記したのはフライングで、じつは2014年度末では２万に足りな

かったのだが、2015年４月～ 16年３月の集計では３万人を超えることがで

きた。数年前には１万２～３千人程度だったから、通年でその倍以上の来館

者の皆様を学内外、国内外からお迎えしているわけで、微力ながら早稲田の

文化発信に貢献させていただいているが、これも文化推進部、大学広報は

じめ関係各位のご協力によるところが大きく、この場を借りて厚く御礼申し

上げる。このような動向の、會津博のポリシーに関わる理由としては、私た

ちのミュージアムが「會津八一記念」という名称から連想される範囲を超え

て、伝統芸術とモダンアート・現代文化の接点としての性格を強めるように

なったことが挙げられるだろう。

　当館では、すでに2014年度に「荒川修作の軌跡　―天命反転、その先 

へ―」展を企画して、現代の先端的アートへの接近を企てたが、2015年度も、

国内外の多彩な領域から「難波田龍起・史男の世界」展、没後50年「写真

家としてのル・コルビュジエ」展、さらには「ゴヤ銅版画集〈妄〉―人間の

不条理―」展（「ゴヤの後から近代美術が始まる」とはアンドレ・マルロー

の言葉だ）を実現することができた。それらに加えて、會津博創立以来の主

要テーマである「日吉館をめぐる文化人 ―會津八一と奈良―」展、「白隠・

遂翁・東嶺」展（富岡コレクション）、そして考古学から「早稲田大学エジ

プト調査 50年のあゆみ」展を開催し、ひときわ実り多い一年であったと言

えるだろう。このような貴重な企画展が可能になったのは、開催順に難波田

家、早大理工学術院、ル・コルビュジエ財団（パリ）、長崎県美術館、旧日

吉館田村家、出光美術館、永青文庫、早大エジプト学研究所など関係各位

の皆様の得難いご協力の賜物であり、改めて厚く御礼申し上げたい。

　いま「伝統芸術とモダンアートの接点」と書いたが、その稀有な実例は、

荒川修作展と今年度の白隠等禅画展の知られざる結びつきに見出される。と

いうのも、出光美術館の創立者である出光佐三氏の日本有数の出光コレク

ション第一号は、周知の通り江戸期の禅僧仙涯の「指月布袋画賛」なのだが、

出光氏こそは荒川修作がネオダダから離脱して独自の方向をめざし、1961

年末に渡米する際にメセナとなった重要人物だったのである。筆者は荒川

修作と2008年２月に東京国立近代美術館講堂で対談する幸運を得たが（荒

川は２年後の2010年５月ニューヨークで、73歳で逝去）、その際に荒川はこ

う語っていた――（ネオダダと訣別した頃）「そこを出たところで、どこに

も行くところがないと思っていたら、読売新聞の当時の文化〔事業〕部長で

海藤日出男というものすごく優秀な人がいて、その人が僕のお尻をたたい

て、「早く出て行け」といって、出光興産の親父〔佐三氏〕を紹介してくれ

た……」（塚原史著『荒川修作の軌跡と奇跡』、NTT出版）。出光氏との出会

いがなければ現代美術の異才ARAKAWAのアメリカでの長年にわたる活躍

はなかったことを物語るエピソードである。

　ところで、アメリカ、マサチューセッツ州のボストン美術館（Museum of 

Fine Arts, Boston）は、岡倉天心が中国・日本美術部長を勤めたことで知ら

れるようにクラシカルな領域での展示が中心ではあるが、そのポリシーはイ

ンスタレーションや写真のような現代アートにも理解が深く、訪問者はALL 

ART HAS BEEN CONTEMPORARY の文字が光る巨大なブルーのネオンサイ

ンに迎えられるだろう。といってもミュージアムの掲示版ではなく、それ自

体がイタリアの現代アーティスト、マウリツィオ・ナヌッチの作品なのだ

が、「すべての芸術はコンテンポラリーだった」という言葉はボストン博物

館自体のメッセージでもあり、ささやかながら會津博物館もぜひ共有したい

ものである。

☆

　2015年度に開催した主要な企画展・特集展示は以下のとおり（詳細は「展

覧会・催し物」参照）。

2015年５月20日～６月26日：「難波田龍起・史男の世界」展

　�（共に早大出身の難波田龍起・史男父子は、日本の抽象絵画の新たな道を

切り開いた画家であり、当館が2012年度に寄贈を受けた二人の日記、創

作ノート、蔵書などの資料を絵画作品と共に展示。）

７月６日〜８月２日：没後50年「写真家としてのル・コルビュジエ」展

　�（モダニズム建築の巨匠ル・コルビュジエが密かに撮影していた数多くの写真

から、没後50年にあたる2015年にパリのル・コルビュジエ財団の協力を得

て、約350枚を本邦初公開。ル・コルビュジエ愛用の眼鏡やカメラも展示。）

９月10日〜10月11日：「ゴヤ銅版画集〈妄〉―人間の不条理―」展

　�（「近代絵画の開拓者」であるスペインの画家ゴヤの版画作品から長崎県

美術館所蔵の〈妄〉シリーズの版画連作を中心に各種資料を展示。）

10月１日〜11月21日：「白隠・遂翁・東嶺」展

　�（近年注目を集める臨済宗の禅僧白隠とその二大弟子遂翁と東嶺三人の禅画展。）

10月17日〜11月28日：「日吉館をめぐる文化人　―會津八一と奈良―」展

　�（日吉館は會津八一ら奈良を愛する文学・美術史等の研究者が定宿として

利用した旅館で、当館が2010・2014年に寄贈を受けた八一の書や宿帳等

日吉館関係資料を展示。）

12月５日〜2016年１月30日：「早稲田大学エジプト調査　50年のあゆみ」展

　�（1966年に早大第一文学部学生吉村作治と、その後エジプトで合流した川

村喜一講師〔いずれも当時〕を中心として実施された最初のナイル川流域

遺跡研究から50年後の現在まで、早大エジプト学研究所が継続して行っ

ている発掘調査・保存修復作業の成果を展示。）

３�月１日～４月23日：「2015年度會津博への贈り物　―収蔵作品から―」今

年度受贈作品展

４�月１日〜４月11日：「會津八一の歌を映す」第８回秋艸道人賞写真コンテ

スト入賞作品展示（新潟市會津八一記念館との共同企画）

會 津 八 一 記 念 博 物 館
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大学史資料センター所長 大 日 方 　純 夫
（文学学術院教授）

大 学 史 資 料 セ ン タ ー の 動 き（ 2 0 1 5 年 度）

　大学史資料センターは、早稲田大学の歴史、創設者大隈重信および関係者の事

績を明らかにし、これを将来に伝承するとともに、比較大学史研究を通じて、本

学の発展に資することを目的としています。さらに、「早稲田学」を開設して大

学教育の一環としての自校史教育を担い、百五十年史編纂事業の事務局としてそ

の中心事務を担当しています。

（1）資料の収集・整理・保存・公開とレファンス

引き続き本学の文書および本学関係者に関する資料を整理して、保存・公開を

すすめました｡ 2015年度も、スポーツ関係資料などを中心に、836件の寄贈が

ありました。刊行物・テレビ等への資料の掲載希望や所蔵写真の使用に関する

許可申請は2015年度も多数あり、それぞれについて可否を判断しました。

他方、所蔵資料のデータベース化については、科学研究費補助金（研究成果

公開促進費）の助成をうけた「保守と革新の近現代史データベース」で、す

でに「堤康次郎関係資料」と「日本社会党関係資料」の資料画像を公開して

います。2014年度、これに続いて「社会運動情報資源データベース」として

科学研究費の助成を受け、「安部磯雄文庫」538件、「風見章関係文書」192件、

「日本社会党関係資料」3,269件、「大山郁夫関係資料」1,662件をデータベー

ス化し、2015年度も引き続き助成を受けて、「浮田和民文庫」1,916件、「日

本社会党関係資料」2,989件のデータベース化をすすめました。

（2）企画展示・講演会等の開催

①大隈記念室（２号館１階）： 2007年10月にリニューアルした常設展示によ

り、大隈重信の遺品類や厳選した資料を通して大隈の生涯を描き出していま

す。2015年度は、８月３日から31日、冬休み、入試期間を除き開室して、

約21,858人の入場者がありました。

②春季企画展：1945年の敗戦から70年目の年にあたるため、「戦後七〇年―

学徒たちの戦場」を、2015年３月25日から４月25日までの１ヵ月間、會津

八一記念博物館企画展示室で開催しました。数々のメディアで取り上げら

れ、予想を超える多くの方々に来場していただきました（3,565人）。さらに、

2016年度に向け「早稲田の通信講義録とその時代」を企画し、2016年３月

22日から開催しています。

③新収資料展：６月下旬から８月初めにかけ、前年度に校友・大学関係者など

から寄贈された資料の一部を展示するとともに、資料を通して本学のあゆみ

を紹介しています。2015度は、６月19日から８月２日まで、「早稲田の資料

とその時代」と題し、大隈記念タワー 125記念室で開催しました。

④秋季企画展：ホーム・カミングデーと創立記念日の時期を中心に、本学の歴

史に関する企画展を開催しています。2015年度は、『大隈重信関係文書』の

完結（後述）を記念して、「大隈重信展―早稲田から世界へ―」を、10月１日 

から11月８日まで、大隈記念タワー 125記念室で開催しました（入場者

1,504人）。なお、展示の概要は、『読売新聞』で報道されました。

（3）出版・刊行事業

①『早稲田大学史記要』：年１回、発行しています。2015年度は、第47巻（A

５判、300頁）を発行し、また、Web（図書館運営の「早稲田大学リポジト

リ」）でも公開しました。

②『大隈重信関係文書』の完成：2004年以来、毎年１巻ずつ刊行してきまし

たが、2015年３月、全11巻が完結しました（大隈重信宛の書翰7,404通を収

録）。2015年度は編纂関係資料の整理をすすめるとともに、完成を記念して、

７月１日、記念式典をおこない、また、前記の企画展「大隈重信展―早稲田

から世界へ―」を開催し、さらに10月12日、シンポジウム「大隈に手紙を

寄せた人びと―大隈重信へのまなざし―」を大隈記念講堂小講堂で開催しま

した。『大隈重信関係文書』は電子書籍（紀伊国屋書店）でも配信しています。

③『図録　大隈重信の軌跡』：大隈記念室の構成にもとづき、その展示資料を

基本としながら、さまざまな興味深い資料を新たに加えた図録を編集・刊行

しました。

（4）自校史教育の展開

①「早稲田学」：本年度も、グローバルエデュケーションセンター設置科目と

して「早稲田学」を開講し、学生に対して早稲田大学の歴史を講義しました。

春学期は「近代史のなかの早稲田大学」（登録者44名）、秋学期は「創設者大

隈重信と建学者たち」（登録者128名）を講義しました。

②新入生向け教育プログラム：2014年度に引き続き、オンデマンド講義「わ

せだライフABC」のテーマ８「早稲田大学の歴史」を担当しました（視聴者

232名）。

（5）百五十年史編纂事業

大学史資料センターが事務を担当し、基礎作業をすすめています。編纂委員

会・編纂専門委員会で、第１巻の構成、編集体制、編纂日程、大学関係者へ

の聞き取り調査、大学史セミナーの開催、Web版資料集などについて検討・

協議しました。当初、本年度から編纂事業を本格化する予定でしたが、事業

活動について理事会の承認決定が得られなかったため、11月の専門委員会を

経て、12月の編纂委員会で編纂事業の見直しをはかりました。その後、理事

会の承認決定（２月５日）をうけ、２月の編纂専門委員会で第１巻の編集・

執筆、第２巻の編集方針などについて検討しました。学内資料の調査・収集

をすすめるとともに、「早稲田人名データベース」の追加作業をすすめて公開

しました。予算の交付・執行が年度末となったため、当初目標は達成できま

せんでしたが、法人会議資料のデジタル化と、『早稲田大学百年史』の全文テ

キストデータ化に着手しました。なお、99号館（STEP21）に資料センター分

室を開設し、編纂室等の機能を担うこととしました。

「大学史セミナー」を連続開催することを企画し、12月８日に第１回を開催し

て、京都大学文書館教授の西山伸氏に「大学史編纂のこれまでとこれから」

と題して講演していただきました。学内外から多くの参加を得て、有意義な

会となりました。

（6）共催・協力事業

早稲田大学主催の企画「学徒出陣を語り継ぐ　―学生を二度と学苑から戦場に

送らない」の開催（10月21日）に際し、基調講演などを担当し、「十五年戦

争と早稲田」・「戦後七〇年―学徒たちの戦場」のパネル展示をおこないまし

た。また、早稲田大学編『大隈重信演説談話集』（岩波文庫）の編集を担当し

ました。早稲田大学地域交流フォーラムの「早稲田を知る」in徳島では、「世

界への跳躍、限界への挑戦」のパネル展示をおこないました。

各地域・団体の要請に応える協力事業として、例年通り佐賀市大隈記念館の

「大隈祭」（５月10日）に講師を派遣しました。また、全国大学史資料協議会

東日本部会2015年度総会（６月３日）の会場校として開催を準備し、記念講

演の段取りを講じました。

和歌山市立博物館の夏季特別展「近代スポーツと国民体育大会」、全国大学

史資料協議会東日本部会の「学生たちの戦前・戦中・戦後」展、小川未明文

学館の特別展「移動する未明―高田・早稲田・高円寺―」、大佛次郎記念館の

「星の抱影と弟・大佛次郎」展、大隈記念館の「大隈重信　福澤諭吉 　～大

隈さんと福澤先生　ふたりの意外なつながり～」、福澤記念館の「福澤諭吉と

大隈重信　～物語る交流×創造する未来～」の開催に協力しました。

（7）学徒出陣・戦没者（戦争犠牲者）関係調査

2013年秋より本格化させた早稲田大学関係の戦争体験者に対する聞取り調査

は、2015年度前半、一時中断しましたが、後半、再開しました。

大 学 史 資 料 セ ン タ ー
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文 化 事 業 総 括

　早稲田大学では、本学が持つ有形・無形の文化資産をもって、文化面においても日本のリーディングユニバーシティであるよう、現在は具体的
な目標を掲げて活動を行っています。それらの取り組みは、本学が一丸となって取り組みを行っている「Waseda Vision 150」の大きな柱のひとつ
として位置付けられており、学内各箇所が個別に実施してきた文化事業活動に優先・重点事業を設定し、より高い文化力を発揮できるように取り
組んでおります。
　しかしながら、本学創立以来130年を越える歴史の中で培ってきた膨大な取り組みをまとめ、そして今後も発信していくには、大きな費用がか
かるのもまた事実です。そのため「早稲田大学文化振興募金」活動を2014年６月より実施しております。幸い、多くの方々よりご賛同をいただい
ており、そのご篤志をもって文化事業の推進を行っているところですが、今後もより多くの方々にご賛同をいただきたく、ご理解の程をよろしく
お願いいたします。

（1）「Waseda Vision 150」への取り組み
　本学では、アジアのリーディングユニバーシティとして確固たる地位を築くための中長期計画「Waseda Vision 150」を策定しました。これは本
学が創立150周年を迎える2032年に、①世界中から、世界に貢献する高い志をもった学生が早稲田に集い、②世界の平和と人類の幸福の実現に貢
献する研究が行われ、③早稲田大学の卒業生（校友）が、世界の至る所で、また、あらゆる分野で、グローバルリーダーとして社会を支え、かつ、
早稲田大学と緊密な協力関係を築いており、そして、④早稲田大学がアジアのモデルとなりうる運営体制を確立しているという姿（ビジョン）を
思い描き、そのビジョンの実現に向けて、いま何をなすべきであり、何をなすことができるかを考え、13の核心戦略とそれを実現するための具体
的なプロジェクトなどを提示したものとなっています。
　文化推進部は、「核心戦略６　早稲田らしさと誇りの醸成をめざして―早稲田文化の推進」を担当し、現在７つのプロジェクトを実施。2017年
度までの STAGE １終了に向け、2015年度も各プロジェクトはおおむね当初の計画どおりに事業を遂行しています。

【７つのプロジェクト】
　１）文化・芸術の推進とキャンパスからの文化発信プロジェクト
　２）地域との連携による文化発信と施設の有効活用プロジェクト
　３）バーチャルミュージアム―文化資源データベース公開の強化・拡充プロジェクト
　４）早稲田大学百五十年史編纂プロジェクト
　５）早稲田スポーツの新たな展開プロジェクト
　６）早稲田らしさと誇りの探求プロジェクト
　７）ワセダ演劇の発信力強化プロジェクト

　http://www.waseda.jp/keiei/vision150/index.html

（2）早稲田大学文化振興募金
　　キャンパスのミュージアム化と世界に向けての文化発信　―早稲田の文化を未来の世代へ―
　早稲田大学は、1882年の創立以来、坪内逍遙らを嚆矢とする文学研究や、図書館・博物館における文化的資料の収集・公開を進めるとともに、
芸術家、小説家、批評家、演劇人、映画人など、文化の発展に寄与する多くの人材を輩出してきました。また、国宝２件、重要文化財７件、重要
美術品８件を含む図書、図書資料、美術品、書画、博物資料、映像資料、記録文書類など、約500万点以上を所蔵しています。これらの「早稲田文化」
の資源の公開と活用をとおして、大学の使命のひとつである「社会貢献」を果たしてきました。価値観の多様化、広範な異文化間の交流、多文化
社会の形成により、現在、早稲田大学の文化的使命はますます大きくなっていると認識しています。
　こうした社会状況の中で、文化推進部では２つの事業に積極的に取り組む所存です。

１．地域社会に開かれたキャンパスそのものをミュージアムにする
　学生・教職員、卒業生のみならず来校する方々の知的関心を満たすキャンパスづくりを行う事業。絵画や彫刻の実物にふれることができるととも
に、研究者や大学院生、学生の文化活動を直接目の前にして共有できる空間があり、早稲田らしさを感じ、早稲田に愛着を持てる空間を創ります。

２．バーチャルミュージアムを実現し、世界に向けて文化発信する
　早稲田大学の文化資源を、先端技術による三次元などの仮想空間の中で、実際には「触れる」ことが難しい美術工芸品を生き生きとした姿で再
現させ、これまでに無い新たな文化体験ができる、それがバーチャルミュージアムです。実現すれば、早稲田のキャンパスに限定されることなく
広く世界中で早稲田の文化資産に接することができるようになります。東西古今の「文化の潮」が渦巻く早稲田からの力強い文化発信と、早稲田
の文化を未来の世代へ承け継ぐことが文化推進部の使命であると考えています。

　2014年度より、以上の新規事業とそれを支える基礎的事業を遂行するために「早稲田文化振興」のための募金活動を開始しました。以下に「早
稲田大学文化振興募金」にご賛同くださる皆様を記載します。（肩書は、賛同時のものを記載しています。）

阿刀田　　　　高　様 作家、早稲田大学芸術功労者

大　橋　　一　章　様 早稲田大学名誉教授

桜　井　　正　光　様 株式会社リコー特別顧問、前経済同友会代表幹事

角　　　　和　夫　様 阪急阪神ホールディングス株式会社代表取締役社長

坪　内　　ミキ子　様 女優

ドナルド・キーン　様 早稲田大学芸術功労者、早稲田大学名誉博士、文化勲章受章者

鳥　越　　文　蔵　様 早稲田大学芸術功労者、早稲田大学名誉教授、紫綬褒章受章者

永　井　　多恵子　様 公益財団法人せたがや文化財団理事長、元 NHK 副会長

中　村　吉右衛門　丈 歌舞伎役者、重要無形文化財各個指定保持者（人間国宝）、日本藝術院会員

野　村　　万　作　様 狂言師、重要無形文化財各個指定保持者（人間国宝）

日　枝　　　　久　様 株式会社フジ・メディア・ホールディングス代表取締役会長

森　　　　喜　朗　様 元内閣総理大臣、元衆議院議員

盛　田　　和　昭　様 盛田エンタプライズ株式会社会長

藪　野　　　　健　様 早稲田大学栄誉フェロー、画家、日本藝術院会員
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　１．演 劇 博 物 館

①共同利用・共同研究拠点「演劇映像学連携研究拠点」

事業の趣旨
　演劇映像学連携研究拠点は ､ 2009年度から2013年度まで、文部科学省より「共同利用・共同研究拠点」として認定を受け、「特色ある共同研究
拠点の整備の推進事業」を実施してきた。その実績が評価され、2014年度には再認定を受け、現在第２期の研究活動を推進している。
　第２期においては、演劇博物館に収蔵されながらいまだ十分に学術的に活用されていない貴重な未発表資料群を研究資源として提供するという
方針を打ち出し、この方針に沿って、未発表資料群のリストをホームページ上で公開して研究課題を公募し、厳正な審査により４件を採択するこ
とによって、テーマ研究１件と併せて５チームが研究活動を行ってきた。各研究チームの研究期間は原則として２年間となっているため、2015年
度で完結となる。2016年度からは、継続課題３件と新規課題２件の採択が決まっている。

研究課題　※括弧内は研究代表者
　（1）テーマ研究　１課題
　　・寺山修司の創作 ― 一次資料から明らかにする活動実態―（塚原史）
　（2）公募研究　４課題
　　・坪内逍遙・坪内士行資料の基礎的調査研究（濱口久仁子）
　　・無声映画の上演形態、特に伴奏音楽に関する資料研究（長木誠司）
　　・プロジェクション・メディアの考古学：幻燈資料の整理・公開とデジタルデータを活用した展示・創作（大久保遼）
　　・千田是也と同時代演劇―千田資料に関する調査・研究（阿部由香子）

②文化庁平成27年度美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業
　「舞台芸術・芸能関係映像のデジタル保存・活用に関する調査研究事業」

事業の趣旨
　演劇博物館は、平成26年度に文化芸術振興費補助金（美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業）に採択され、「舞台芸術・芸能関係フィルム
のデジタル保存・活用に関する調査研究事業」を行ってきた。当事業の主たる目的は舞台芸術・芸能関係の記録映像に適した保存媒体や保存方法
を見いだし、デジタル化と長期保存の方法について、現時点で実現可能な一定の方針を打ち出すことにある。また、その活用方法についてもモデ
ルプランを作成し、上記の指針とともに各劇団や施設に対して提案し、貴重な文化資源でありながら残存率の低い舞台芸術・芸能関係映像の保存
と活用を促進し、未来への継承を推進していくことを目指す。

■公開研究会：「舞台映像の継承のために」
　日　時：11月４日（水）14：00〜17：00
　会　場：６号館３階　レクチャールーム
　登壇者：三浦和己氏（国立近代美術館フィルムセンター）、高野明彦氏（国立情報学研究所）、福井健策氏（弁護士） 

　�本研究会では「映像記録保存媒体の特性」、「デジタル・アーカイブの現状」、「舞台映像の著作権」の３点について、それぞれ専門家を招聘し、
講演をしていただいた。

■シンポジウム：「舞台芸術のアーカイブをめぐって」
　日　時：12月７日（月）13：00〜18：00
　会　場：小野記念講堂
　13：00〜15：00　第一部　アーカイブと実践
　　登壇者：�小沢康夫氏（一般社団法人 日本パフォーマンス / アート研究所）、久野敦子氏（セゾン文化財団）、森下隆氏（土方巽アーカイヴ）
　　聞き手：岡室美奈子（演劇博物館館長）
　15：30〜18：00　第二部　劇場とアーカイブ
　　登壇者：�神山彰氏（明治大学・元国立劇場）、中島豊氏（新国立劇場）、佐藤まいみ氏（彩の国さいたま芸術劇場）
　　聞き手：児玉竜一（演劇博物館副館長）

　　本シンポジウムでは舞台芸術にさまざまな立場で関わる方々を招聘し、舞台芸術のアーカイブの現状を多用な角度から検証した。

■成果報告会　『夏芝居ホワイト・コメディ』上映会＆トーク
　日　時：2016年１月25日（月）14：00〜16：30
　会　場：小野記念講堂
　トークゲスト：渡辺美佐子氏（俳優）、白石加代子氏（俳優）、大笹吉雄氏（演劇評論家）
　司会進行：岡室美奈子（演劇博物館館長）
　※映像素材についての解説：木原圭翔（演劇博物館助手）
　�
　�渡辺美佐子氏より演劇博物館へとご寄贈いただいた貴重な舞台映像資料の中から『夏芝居ホワイト・コメディ』の舞台記録映像を上映するとと

もに、出演者を招いてトークショーを行った。

（1）研究活動
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12 13

文 化 事 業

2 0 1 5 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

①教育学部の博物館実習科目への協力（３単位）
　博物館実習 B　永井美和子　通年（週３時間　30回）３単位

②外国人研究者受入
　リサーチフェロー
　マシュー・ウェイン・ショアーズ（ハワイ大学 マノア校　博士候補生）　2014年９月21日～2015年８月31日
　デ・アンジェリス・エウジェニオ（ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学　博士候補生）　2015年２月８日～2015年６月８日

　２．會 津 八 一 記 念 博 物 館

①上代東アジアにおける塑像の研究
②近代日本美術における沖縄イメージの形成についての研究
③土器型式の民族考古学的研究

①レクチャールームで行う博物館実習への支援
②文学学術院、教育・総合科学学術院、理工学術院などの授業の補完
③修学旅行、課外学習など見学者の受け入れ
④エクステンションセンター受講生などの受け入れ

　３．大 学 史 資 料 セ ン タ ー

①科学研究費（研究成果公開促進費）：社会運動情報資源データ
②早稲田大学百五十年史編纂
③大隈重信および関係者の事績の研究
④比較大学史研究：高等教育研究をはじめとする比較大学史
⑤大学行政文書の管理保存体制：大学アーカイブズ機能
⑥所蔵・寄贈資料の調査研究
⑦大学史セミナー

①早稲田学：グローバルエデュケ―ションセンター設置科目
②わせだライフ ABC～充実した学生生活を送るために～：新入生向け教育プログラム
③中・高校生への展示説明：修学旅行・課外見学者などの受け入れ
④学内外生涯教育への協力：エクステンションセンターほか受け入れ
⑤大隈重信演説談話集：早稲田大学編として岩波文庫から刊行。2016～2018年の３年間、全学部卒業生に対し配布する。

　４．文 化 企 画 課

①第18回おもしろ科学実験教室（軽井沢町・鴨川市）：理工学術院との共催
②早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業　学生公演：美濃加茂市で学生の演劇公演を実施
③早稲田学生文化・芸術祭2015：学生部との共催
④早稲田文化芸術週間2015：大学箇所・教職員および学生登録団体の文化発信を支援
⑤講堂設備技能判定会・初心者説明会：照明設備（大隈記念講堂、小野記念講堂）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　音響設備（大隈記念講堂、小野記念講堂）……詳細は55ページを参照
⑥文化推進学生アドバイザー：�2014年３月発足。2016年１月に第３期目がスタート。学部１年〜修士１年の学生８名が、ボランティアとして文

化企画課主催のイベントの企画・立案を行っている。
⑦ Museum Week：2015年度より実施。大学内の文化施設（演劇博物館、會津博物館、大隈記念室、125記念室）の学生による利用・活用の促進活動。

（2）教育活動

（1）研究活動

（2）教育活動

（1）研究活動

（2）教育活動

（1）教育活動
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演劇博物館は映画以前に存在したプロ

ジェクション・メディアである写し絵、幻

燈スライドのコレクションを3,000点以上所

蔵している。これらは貴重な文化財である

のみならず、近代日本の姿を映像で伝える

重要な資料といえる。本展では、幻燈スラ

イドや投影装置などの歴史的資料を展示す

るとともに、デジタルデータを用いたイン

タラクティブな仕掛けや映像・メディア作

品を展示し、新旧のプロジェクション・メ

ディアの魅力と可能性について検証した。

� ●来場者数　30,271名

「幻燈展──プロジェクション・メディアの考古学」
会 期 　４月１日（水）～８月２日（日）

会 場 　演劇博物館２階　企画展示室

主 催 　演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

協 力 　東京藝術大学社会連携センター・株式会社アバクス・劇団みんわ座・赤城神社

展 覧 会 演 劇 博 物 館

「プロジェクション・メディアの現在」
会 期 　４月10日（金）～８月２日（日）

会 場 　演劇博物館２階　企画展示室Ⅱ・Ⅲ

主 催 　演劇博物館

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

協 力 　東京藝術大学社会連携センター・株式会社アバクス

展 覧 会

幻燈機の構造や幻燈スライドのデジタル

データをもとに、現代のメディアアート作

家らが制作したインタラクティブな仕掛け

や映像、メディアアート作品を展示。同時

開催の「幻燈展――プロジェクション・メ

ディアの考古学」と比較することで、幻燈

というプロジェクション・メディアが持つ

多彩な可能性を引き出すことができた。 ま

た、プロジェクション・メディアの過去と

現在を一望し、現在の光景について新たな

視点から考えることができた。

� ●来場者数　30,271名

ギャラリートーク＆投影体験
日 時 　４月17日（金）　第１回　14：00　第２回　18：00

会 場 　演劇博物館２階　企画展示室Ⅰ

主 催 　演劇博物館

出 演 　大久保遼（演劇博物館招聘研究員）、劇団みんわ座

催 し 物

ギャラリートークでは、展示企画者であ

る大久保遼（演劇博物館招聘研究員）が

展示室を周りながら展示概要や構成などに

ついて解説を行った。写し絵の投影体験

では、劇団みんわ座の山形文雄氏から写し

絵、幻燈の歴史や世界の影絵などの紹介が

あり、その後、実際にみんわ座が復元した

写し絵装置を使って映像を展示室の壁に投

影する体験を行った。

� ●来場者数　58名
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日 時 　５月16日（土）14：00～16：00

会 場 　６号館３階　レクチャールーム

主 催 　演劇博物館

講 師 　森脇統

催 し 物

ワークショップ「人間ゾートロープ」

NHK・Eテレを中心にさまざまな映像の

演出を手掛けているディレクター・森脇統

氏を講師に迎え、ゾートロープを制作す

るワークショップを開催。小学３年生から

６年生を対象に行われたワークショップで

は、紙製の小型ゾートロープを制作して鑑

賞した。また、参加者自らが輪になりコマ

送りのポーズを取った様子を、高速回転の

カメラで撮影し、「人間ゾートロープ」を

体験した。� ●来場者数　21名

日 時 　６月20日（土）13：00～17：00

会 場 　６号館３階　レクチャールーム

主 催 　演劇博物館

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

講 師 　劇団みんわ座

催 し 物

ワークショップ「作ってみよう・写してみよう」

劇団みんわ座を講師に迎え、アニメの起

源ともいわれる「写し絵」を製作するワー

クショップを開催。ワークショップでは、

段ボール製の映写装置とプラスチックの板

に絵を描き込んだスライドを製作した。参

加者が製作した作品はワークショップの最

後に発表会で実演された。

� ●来場者数　23名

日 時 　６月５日（金）16：00～19：00

会 場 　26号館（大隈記念タワー）地階　104室

主 催 　演劇博物館

講 師 　�松本夏樹（武蔵野美術大学、大阪芸術大学非常勤講師）、 �

鷲谷花（演劇博物館招聘研究員）、紙屋牧子（演劇博物館招聘研究員） 

出 演 　�ピアノ伴奏：柳下美恵（サイレント映画ピアニスト） �

ディスカッサント：細馬宏通（滋賀県立大学教授）

催 し 物

幻燈会＆トークイベント「甦るファンタスマゴリア」

ランタニスト（幻燈師）としても活躍す

る研究者に登壇いただき、実際に当時のプ

ロジェクター、スライド、フィルムを使っ

て幻燈を上映しながら、映画以前／以後の

メディアとしての幻燈の魅力について語っ

ていただいた。また、幻燈と関連する初期

の映画、アニメーションの上映をライブで

の語りとピアノ伴奏付きで行った。

� ●来場者数　91名
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日 時 　７月５日（日）19：00～20：30

会 場 　赤城神社（神楽坂）

主 催 　演劇博物館

協 力 　赤城神社

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

出 演 　林家正雀（落語家）、劇団みんわ座、説経節の会

催 し 物

神楽坂で楽しむ「七夕落語と写し絵上映会」

劇団みんわ座と落語家・林家正雀師の

共演による写し絵の復元上映会を神楽坂の

赤城神社で開催した。『だるま夜話』『小栗

判官一代記』『牡丹燈籠　お札はがし』と、

滑稽あり怪談ありの映像と語りをお届けし

た。野外での上映ということもあって、近隣

住民を中心に約400人の観客の皆様に楽し

んでいただいた。� ●来場者数　390名

創立100周年を迎えたロシアの演劇の名

門大学であるB・シューキン記念演劇大学

の学生たちによる日本公演の一環として、

早稲田大学での上演が実現した。演目は、

死後110年を過ぎてなお作品が世界中で上

演され続けているアントン・チェーホフの

戯曲第一作『イワーノフ』。作品の重厚さ

と学生たちのスケールの大きな演技が相

まって、ロシア演劇の魅力を存分に堪能で

きる舞台となった。� ●来場者数　121名

ロシア文化フェスティバル2015 IN JAPAN
ワフタンゴフ記念国立アカデミー劇場付属　B・シューキン記念演劇大学劇団

日本公演 「イワーノフ」
日 時 　６月４日（木）18：15～20：30

会 場 　小野記念講堂

共 催 　�演劇博物館、ロシア文化フェ

スティバル日本組織委員会

原 作 　アントン・チェーホフ

演 劇 博 物 館

シェイクスピアの戯曲は、世界中の多数

の言語に翻訳され、翻案され、上演され

続けている。浜名恵美教授はそのような世

界的状況を踏まえながら、坪内逍遙から新

劇、宝塚、蜷川幸雄、鈴木忠志の演出に至

るまで、日本独自のシェイクスピアの受容

の歴史や上演の魅力について講義された。

グローバルに普及するシェイクスピア戯曲

は、それぞれの文化圏のローカリティを取

り込みながら作品の生命を永らえているこ

とを聴衆は発見したといえるだろう。

� ●来場者数　94名

2015年度シェイクスピア祭演劇講座

「現代日本のシェイクスピア上演の面白さ
 ―世界シェイクスピア上演研究の立場から―」

日 時 　５月15日（金）16：30～18：00

会 場 　６号館３階　レクチャールーム

主 催 　演劇博物館

講 師 　浜名恵美（筑波大学教授）

演 劇 博 物 館催 し 物

催 し 物

演 出 　ミハイル・セマコフ

出 演 　�ドミトリー・ニコノフ、アントニーナ・

パペルナヤ、ナターリヤ・イグリナ　

ほか
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日 時 　2016年１月９日（土）11：00～18：30　

会 場 　小野記念講堂　　 主 催 　演劇映像学連携研究拠点 

協 力 　尾上松之助遺品保存会、おもちゃ映画ミュージアム、神戸映画資料館、東京国立近代美術館フィルムセンター

講 師 　�白井史人（東京医科歯科大学非常勤講師）、柴田康太郎（東京大学大学院博士課程）、紙屋牧子（東京国立近
代美術館フィルムセンター客員研究員）、上田学（日本学術振興会特別研究員）、武石みどり（東京音楽大学
教授）、羽鳥隆英（神戸映画保存ネットワーク研究員）、佐崎順昭（東京国立近代美術館フィルムセンター特
定研究員）、岡田秀則（東京国立近代美術館フィルムセンター主任研究員）、柳下美恵（サイレント映画ピアニスト）

出 演 　片岡一郎（弁士）、丹原要（ピアニスト）、湯浅ジョウイチ（三味線）、鈴木真紀子（フルート）

解 説 　�太田米男（おもちゃ映画ミュージアム館長）

催 し 物

「無声期の映画館と音楽―日活関連楽譜資料『ヒラノ・コレクション』から考える」 

演劇映像学連携研究拠点の「ヒラノ・コレク

ション」に関する公募研究「無声映画の上演形態、

特に伴奏音楽に関する資料研究」の成果報告会

として開催され、研究分担者による研究発表に続

き、ほかの資料館の収蔵資料との関連や、現代の

無声映画伴奏などの観点からその活用を検討する

シンポジウムが行われた。さらに、新たにパテベ

ビー完全版が発見された『忠臣蔵（実録忠臣蔵）』

を参考上映し、映画公開時に作成した選曲譜に基

づき弁士とピアノ、三味線、フルートが演奏され

多くの来場者が訪れた。

� ●来場者数　106名

演劇博物館に所蔵されている無声映画伴奏譜 

「ヒラノ・コレクション」に関する公募研究をきっ

かけのひとつとして企画され、日本音楽学会との共

催で行われた。１日目のシンポジウムでは、歴史的

資料や現代のさまざまな試みが議論された。コレ

クションに所蔵されていた楽譜を使用した『軍神橘

中佐』の参考上映では、弁士とピアノおよびギター

が演奏され、一般人でも分かりやすく観ることがで

きるものとなっており、無声映画に関する関心や親 

しみを持つ一助となった。� ●来場者数　50名

日本音楽学会　2015年度支部横断企画　公開研究会
「日本の映画音楽・映画音響研究の現在」

日 時 　�①９月５日（土）13：00～17：00、②９月６日（日）11：00～17：00

会 場 　①�小野記念講堂、②東京大学18号館コラボレーションルーム１

主 催 　日本音楽学会　　 共 催 　演劇映像学連携研究拠点

協 力 　東京国立近代美術館フィルムセンター

講 師 　 ①　�白井史人（東京医科歯科大学非常勤講師）、柴田康太郎（東京大学大学院博士課程）、今田健太郎（四天
王寺大学講師）、神崎えり（作曲家・ピアニスト・即興演奏家）、鈴木治行（作曲家）

②　�柴田康太郎（東京大学大学院博士課程）、肥山紗智子（神戸大学大学院博士課程）、正清健介（一橋大学
大学院博士課程）、紙屋牧子（東京国立近代美術館フィルムセンター客員研究員）、白井史人（東京医科
歯科大学非常勤講師）、藤原征生（京都大学大学院博士課程）、木村建哉（成城大学准教授）、長門洋平（国

際日本文化研究センター機関研究員）

出 演 　　�①　片岡一郎（弁士）、丹原要（ピアニスト）、湯浅ジョウイチ（ギター）

解 説 　　�①　紙屋牧子（東京国立近代美術館フィルムセンター客員研究員）

演 劇 博 物 館催 し 物

演劇博物館の創立者坪内逍遙博士の生誕日

（５月22日）を記念する本イベントは、今年で

78回を数える。本年は逍遙作品の上演史をテー

マに、国立劇場顧問の織田紘二氏を講師にお

招きし、逍遙作品にまつわる興味深いエピソー

ドの数々をご紹介いただいた。また、国立劇

場での「牧の方」の公演を記録した貴重な映

像の上映もあり、学生から研究者まで、さま

ざまな参加者にあらためて逍遙作品の魅力を

伝えることができた。� ●来場者数　85名

第78回逍遙祭

「逍遙作品の上演と国立劇場」

演 劇 博 物 館催 し 物

日 時 　６月24日（水）14：00～16：00

会 場 　大隈記念講堂小講堂

主 催 　演劇博物館

解 説 　�第Ⅰ部「逍遙作品の上演史」�

児玉竜一（演劇博物館副館長）

講 演 　�第Ⅱ部「逍遙作品の上演と国立劇場」�

織田紘二（国立劇場顧問）
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日 時 　2016年１月12日（火）17：00～20：00

会 場 　33号館８階　表象・メディア論系室

主 催 　演劇映像学連携研究拠点

講 師 　エルキ・フータモ（カリフォルニア大学ロサンゼルス校芸術学部教授）

催 し 物

「スクリーン・プラクティス再考：メディア考古学的視点から」 

『メディア考古学』の著者であるエルキ・

フータモ氏をお招きして公開研究会を開催

し、映画前史・初期映画研究の分野で参

照されてきた「スクリーン・プラクティス」

の議論を、メディア考古学的な視点から再

考した。幻燈が映像だけでなく音楽やパ

フォーマンスを伴っていたこと、その観点

からすると、同時代のムービング・パノラ

マにおける口上や「Bänkelsang」と呼ばれ

るブロードサイド・バラッドの絵解きなど

の大衆文化と関連していることが指摘され

た。� ●来場者数　11名

小・中学校に出張して日本の伝統文化を

伝えるワークショップシリーズの〈狂言教

室〉。ワークショップは「柿山伏」の鑑賞

からスタートし、猿の鳴きまねやコミカル

な所作に大きな笑い声が起こった。続いて

狂言の立ち方や発声を体験するコーナーで

も、先生方の面白い指導を受けて全員が積

極的に参加、どの回も笑いの絶えない楽し

い講座となった。今年度は特別支援学校を

主として実施したが、障がいを持った子ど

もたちに伝統芸能にふれてもらう貴重な機

会となった。

●来場者数　�①110名　②43名　③144名

④20名

日本の伝統文化体験出前授業〈狂言教室〉
日 時 　①９月15日（火）②11月10日（火）③11月24日（火）④2016年１月22日（金）

会 場 　�①都立調布特別支援学校　②都立光明特別支援学校　③新宿区立新宿西戸山

中学校　④成育医療研究センター院内　都立光明特別支援学校そよ風分教室

主 催 　演劇博物館

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

講 師 　善竹十郎、善竹大二郎（狂言師）

演 劇 博 物 館催 し 物

催 し 物

日本の伝統文化体験出前授業〈常磐津教室〉
日 時 　11月17日（火）11：00～11：45

会 場 　成育医療研究センター院内　光明特別支援学校そよ風分教室

主 催 　演劇博物館

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

講 師 　常磐津和英太夫（太夫）、常磐津菊与志郎（三味線方）

小・中学校に出張して日本の伝統文化を

伝えるワークショップシリーズの〈常磐津

教室〉。歌舞伎の伴奏としても知られる常

磐津は、初めて聞くという生徒ばかりだっ

たが、語りと三味線の迫力ある演奏に引き

込まれるように聴き入っていた。病院内の

学級のため、車イスやベッドで参加する子

どももいたが、雨うちわの演奏や合唱、三

味線の音当てクイズなど、ほとんどの子ど

もたちが元気よく参加することができ、終

始目を輝かせていた姿が印象に残った。

� ●来場者数　18名
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日本の伝統文化体験出前授業〈落語教室〉
日 時 　11月12日（木）13：30～15：05

会 場 　新宿区立淀橋第四小学校

主 催 　演劇博物館

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

講 師 　�古今亭志ん丸、古今亭志ん吉（落語家）

小・中学校に出張して日本の伝統文化を

伝えるワークショップシリーズの〈落語教

室〉。どうすれば人を笑わせることができ

るのか。そのための方法や技術を学ぶため

に、講師の落語家から声の出し方や視線の

使い方、仕草のコツなどを教わった。また、

古今亭志ん吉「手紙無筆」と古今亭志ん

丸「牛ほめ」を鑑賞。終始笑いの絶えない

講座であったが、とくに子どもたちによる

小噺の実演発表会では、教室が大きな笑い

に包まれた。

� ●来場者数　42名

「コレオグラフィ／振付」という概念は、

17世紀末にフランスで誕生して以来、変化

し続けてきた。その変化は、同時代の美学

やテクノロジーなど私たちの考え方や感性

を左右する社会的条件と無縁ではない。本

展では、ダンスの歴史を振り返りつつ、「身

体」「空間」「テクノロジー」という３つの

観点から21世紀以降のコンテンポラリー

ダンスを多数の映像によって紹介し、現代

の「コレオグラフィ／振付」という概念が

いかに拡張しているかを思考することを試 

みた。� ●来場者数　22,986名

秋季企画展「Who Dance?　振付のアクチュアリティ」
会 期 　�2015年10月１日（木）〜�

2016年１月31日（日）
会 場 　�演劇博物館２階　企画展示室Ⅰ・Ⅱ
主 催 　演劇博物館
助 成 ・後 援

在日フランス大使館、アンスティチュ・フラ

ンセ日本、ラモン・リュイ・インスティテュー

ト、スペイン教育・文化・スポーツ省

協 力
あうるすぽっと（豊島区立舞台芸術交流セ

ンター）、株式会社DHCシアター、公益財団

法人横浜市芸術文化振興財団、国際舞台芸

術ミーティング in 横浜（TPAM）、彩の国さ

いたま芸術劇場、シンガポール国際芸術祭

（SIFA）、公益財団法人セゾン文化財団、フラ

ンス国立レンヌ・ブルターニュ振付センター

展 覧 会 演 劇 博 物 館

コンタクト・ゴンゾ「訓練されていない素人のための
振付コンセプト001/重さと動きについての習作」展

会 期 　�2015年10月１日（木）〜�

2016年１月31日（日）

会 場 　演劇博物館２階　企画展示室Ⅱ

主 催 　演劇博物館

協 力 　�トヨタコレオグラフィーアワード

事務局

助 成 　�平成27年度文化庁地域の核とな

る美術館・歴史博物館支援事業

展 覧 会

『訓練されていない素人のための振付コ

ンセプト001』はネット上に振付の指示書

が公開されており、誰もがその振付を実行

して動画サイトに投稿できることに特徴が

ある。本展では、その振付の指示書をもと

に創作された２つのバージョンの動画とオ

リジナル版の動画を並置し、同一の振付コ

ンセプトから多様な実演が生み出される可

能性を示した。また、展示室において振付

の指示書を配布することで、多くの来場者

がその振付のコンセプトを共有し、体験す

ることを企図した。�●来場者数　22,986名
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「Who Dance?　振付のアクチュアリティ」連続パフォーマンス講座　第１回　
田中泯「場踊り」

「Who Dance?　振付のアクチュアリティ」連続パフォーマンス講座　第３回　
ロジェ・ベルナット『春の祭典』

日 時 　10月10日（土）

会 場 　�演劇博物館２階　企画展示室Ⅰ、

前舞台、小野記念講堂

主 催 　演劇博物館

日 時 　12月12日（土）

会 場 　�学生会館　B201

主 催 　演劇博物館

助 成 　�平成27年度文化庁地域の核とな

る美術館・歴史博物館支援事業

出 演 　�田中泯、中沢新一（明治大学特

任教授）

助 成 　�平成27年度文化庁地域の核とな

る美術館・歴史博物館支援事業

出 演 　�ロジェ・ベルナット

1970年代から国内外で踊り、世界的に

高く評価されてきた舞踊家・田中泯氏が、

2004年から取り組む即興舞踊「場踊り」を

演劇博物館本館および前舞台で行った。演

劇博物館の空間のありさまや観客の反応

にその場で即興的に呼応する田中氏のダン

スに多数の観客が惹きつけられる様子が

印象的だった。公演後には、田中氏と思想 

家・人類学者であり明治大学特任教授の中

沢新一氏による対談が行われ、太古の人類

による動物の模倣など踊りの起源や振付を巡

る思索が展開された。� ●来場者数　408名

本作は、1975年のピナ・バウシュ版『春

の祭典』をもとに再構成された観客参加型

のダンス作品である。観客は、ヘッドフォ

ンをとおして振付の指示を受けながら行動

し、共同体の中から犠牲者が選ばれる『春

の祭典』の世界観を再現した。この作品は

観客同士が協働してともに作品を創りあげ

るというゲーム的なエンターテイメント性

を有しているが、それと同時に共同体が根

源的に孕む個人への暴力性について思考を

巡らせる機会ともなった。

� ●来場者数　125名

催 し 物

「Who Dance?　振付のアクチュアリティ」連続パフォーマンス講座　第２回　
コンタクト・ゴンゾ『訓練されていない素人のための振付コン
セプト001/002』

日 時 　11月20日（土）

会 場 　�小野記念講堂

主 催 　演劇博物館

助 成 　�平成27年度文化庁地域の核とな

る美術館・歴史博物館支援事業

出 演 　�コンタクト・ゴンゾ、西光祐輔、国枝

かつら（丸亀市猪熊弦一郎現代美術館）

「トヨタコレオグラフィーアワード2014」

において高評価された『訓練されてい 

ない素人のための振付コンセプト001/重

さと動きについての習作』および最新作 

『～/002速度と動きについての習作』を上

演した。明確なコンセプトと身体に負荷

をかけるパフォーマンスは、観客の身体

感覚を刺激し、振付という概念の再考を

促したといえる。公演後には丸亀市猪熊

弦一郎現代美術館の国枝かつら氏を迎え

たトークを催し、振付の現代的意義を巡

る議論が展開した。� ●来場者数　204名
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日仏ダンス会議「思考と身体のパ・ド・ドゥ」
日 時 　2016年１月16日（土）

　　　　13：00～17：30
会 場 　�大隈記念講堂小講堂
主 催 　演劇博物館

後 援・助 成 　�
在日フランス大使館、アンスティチュ・フランセ日本、平成
27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

講 師 　�
ローラン・ピショー（パリ第８大学客員教授）、ジュリー・
ペラン（パリ第８大学准教授）、パトリック・ドゥヴォス（東
京大学教授）

第１部では、ローラン・ピショー氏が美

術館で行っているダンスによる「ガイド付

き見学（Visite guidée）」について紹介し、

また演劇博物館の展示記録映像とともにパ

フォーマンスを行った。第２部では、ジュ

リー・ペラン氏が風景の概念史を踏まえな

がら、劇場の外部で踊る昨今のダンスの実

践に関して理論的な講義を行った。第３部

ではパトリック・ドゥヴォス氏を招いたディ

スカッションを実施し、両者の講演と日本

の舞踏との関連性など議論が幅広く展開し

た。� ●来場者数　122名

会 期 　７月24日（金）〜７月26日（日）

会 場 　大隈ガーデンホール、井深大記念ホール

主 催 　演劇博物館

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

講 師 　池田扶美代（Rosas）

催 し 物

ダンス・ワークショップ「Re: Rosas!」

ベルギーを代表するダンス・カンパニー

「Rosas（ローザス）」の創設メンバー池田

扶美代氏の指導の下、各回30〜40名の

参加者がローザスの代表作『Rosas danst 

Rosas（ローザス・ダンス・ローザス）』の

振付の一部を学んだ。最終的には、井深大

記念ホールで合計およそ100名の参加者が

ともに踊り、その様子を映像作品として記

録した。なお映像はYouTubeにアップする

とともに、ローザス公式ホームページ上に

掲載している。

� ●来場者数　199名

『羅生門』（黒澤明監督、1950年）、『雨

月物語』（溝口健二監督、1953年）、『地獄

門』（衣笠貞之助監督、1953年）といった

作品によって海外の映画祭で数々の賞を受

賞し、「グランプリ女優」として知られた

世界的映画女優・京マチ子。本企画展では、

出演した全100作品のうち、えりすぐりの

貴重資料を一挙に展示するほか、演劇博物

館に寄贈されたトロフィー、プライヴェー

ト写真、そして可憐な芸者を演じたハリ

ウッド映画『八月十五夜の茶屋』（1956年）

にまつわる貴重な資料を公開した。

� ●来場者数　17,085名

「映画女優　京マチ子展」
会 期 　10月８日（木）〜12月22日（火）

会 場 　演劇博物館１階　六世中村歌右衛門記念特別展示室

主 催 　演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

展 覧 会 演 劇 博 物 館
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「京マチ子映画祭」
日 時 　10月９日（金）、10日（土）、11日（日）

会 場 　小野記念講堂

主 催 　演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

小津安二郎監督の『浮草』（1959年）や

溝口健二監督の『赤線地帯』（1956年）と

いった巨匠たちの名作から、『甘い汗』（豊

田四郎監督、1964年）、『足にさわった女』

（増村保造監督、1960年）など未ソフト化

の知られざる傑作まで、京マチ子氏自選の

フィルム７本を上映した。映画祭用に新た

に「シネマスコープ」サイズのスクリーン

を設置し、映画館さながらの臨場感で上映

会を行った。� ●来場者数　1,400名

本研究会では「映像記録保存媒体の特

性」、「デジタル・アーカイブの現状」、「舞

台映像の著作権」の３点について、それぞ

れ専門家を招聘し講演をしていただいた。

舞台芸術・芸能関係映像資料の保存とデジ

タル化に関する研究会を公開で実施するこ

とで、資料を次代へと継承していくための

理念や基礎知識を広く共有することを目指

した。�

� ●来場者数　35名

公開研究会「舞台映像の継承のために」
日 時 　11月４日（水）

会 場 　６号館３階　レクチャールーム

主 催 　�演劇博物館、文化庁平成27年度美術館・歴史博物館重点分野推進支援事業「舞

台芸術・芸能関係映像のデジタル保存・活用に関する調査研究事業」

講 師 　�三浦和己（国立近代美術館フィルムセンター）、高野明彦（国立情報学研究所）、

福井健策（弁護士） 

演 劇 博 物 館催 し 物

２回目となったエンパク「青空市」は、

演劇博物館で日頃収集している古今東西

の演劇・映像関連資料の中から、重複し

ている資料を学生や一般の方に無料で配

布する催し物である。和書をはじめとし

て、英語・仏語・ドイツ語・中国語・韓

国語などの外国語書籍、雑誌、パンフレッ

ト、ポスターなどを提供した。去年に続き

晴天にも恵まれ、多くの方々にご参加いた

だき、多様な演劇・映像資料に出会える

機会をつくることができた。�

� ●来場者数　250名

第２回　エンパク「青空市」
日 時 　11月３日（火）11：00～16：00

会 場 　演劇博物館前

主 催 　演劇博物館

催 し 物 演 劇 博 物 館

催し物
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日 時 　12月７日（月）
　　　 　13：00～18：00

会 場 　小野記念講堂

主 催 　�演劇博物館、文化庁平成27年度美術館・歴史博物館重点分野推進
支援事業「舞台芸術・芸能関係映像のデジタル保存・活用に関す
る調査研究事業」

講 師 　�小沢康夫（一般社団法人　日本パフォーマンス／アート研究所）、
久野敦子（セゾン文化財団）、森下隆（土方巽アーカイヴ）、神山彰�

（明治大学・元国立劇場）、中島豊（新国立劇場）、佐藤まいみ（彩
の国さいたま芸術劇場） 

催 し 物

シンポジウム「舞台芸術のアーカイブをめぐって」

本シンポジウムでは舞台芸術にさまざまな立

場で関わる方々を招聘し、舞台芸術のアーカイ

ブの現状をいくつかの異なる角度から検証した。

第１部「アーカイブと実践」では上演・研究と

いう２つの「実践」と密接に結びついたアーカ

イブ活動についての事例を報告していただいた。

第２部「劇場とアーカイブ」では劇場内にライ

ブラリーを併設する３つの劇場に関係する方々

を招聘し、舞台映像や周辺資料の保存と活用・

デジタル化についての現状と課題について講演

をしていただいた。来たるべきデジタル・アー

カイブの時代を見据え、劇場が果たすべき役割

を関係者が共同で検討する貴重な機会となった。

� ●来場者数　87名

日 時 　2016年１月25日（月）
　　　 　14：00～16：30

会 場 　小野記念講堂

主 催 　�演劇博物館、文化庁平成27年度美術館・歴史博物館重点分
野推進支援事業「舞台芸術・芸能関係映像のデジタル保存・
活用に関する調査研究事業」

出 演 　�渡辺美佐子（俳優）、白石加代子（俳優）、大笹吉雄（演劇評論家）

催 し 物

成果報告会『夏芝居ホワイト・コメディ』上映会&トーク

演劇博物館では今年度、渡辺美佐子氏より

寄贈していただいた舞台映像の試験的デジタ

ル化を行い、その中から『夏芝居ホワイト・コ

メディ』の上映会を行った。『夏芝居ホワイト・

コメディ』は鶴屋南北を原作に鈴木忠志氏が演

出を手がけ、早稲田小劇場のメンバーと渡辺美

佐子氏、観世榮夫氏、白石加代子氏、吉行和子

氏らが共演した作品で、これまでに公開で上演

記録映像が上映されたことはなく、今回の企画

は大変貴重な機会となった。作品の上映後には

渡辺美佐子氏と白石加代子氏をお招きし、演劇

評論家の大笹吉雄氏とともに当時を振り返る

トークを開催した。�

� ●来場者数　173名

30人の小学生が７つのチームに分かれ、

自分たちが不思議に思った街中の「?（は

てな）」を巡るドキュメンタリー映画を３日

間かけて製作する。最終日には、大隈記念

講堂小講堂で完成作品の上映会が行われ

た。カメラという機械を駆使し、〈世界〉を

新たな眼で見つめる子どもたちの映画作品

はどれも独自の魅力を放っており、保護者

のみならず、多数来場した一般の観客にも

大いに楽しんでいただくことができた。

� ●来場者数　164名

「エンパク★こども映画教室2015」

日 時 　11月21日（土）、22日（日）、23日（月）

会 場 　演劇博物館、大隈記念講堂小講堂

主 催 　演劇博物館

助 成 　平成27年度文化庁地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

協 力 　こども映画教室、株式会社分福

講 師 　是枝裕和（映画監督）、土肥悦子（こども映画教室代表）

演 劇 博 物 館催 し 物
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演劇博物館が所蔵する古今東西の演劇・

映像関連のコレクションから、近年新たに

収蔵された資料を紹介した。

「新春名品展」では、今年の干支である

申に関連する資料を中心に、正月を寿ぐ資

料で構成した。「新収蔵品展」では、初代

から三代目までの花柳寿美が使用した日本

舞踊の舞台衣装のほか、東京藝術大学・籔

内佐斗司保存修復研究室によって復元模

刻された伎楽面などを展示した。また、俳

優でもあり大衆芸能の研究に尽力した小沢

昭一氏の愛用品や舞台衣装、小道具、台

本なども併せて披露した。

「2016年　新収蔵品＋新春名品展」
会 期 　2016年１月16日（土）〜５月29日（日）

会 場 　演劇博物館１階　六世中村歌右衛門記念特別展示室

主 催 　演劇博物館・演劇映像学連携研究拠点

展 覧 会 演 劇 博 物 館

脚本保存と利用の可能性をテーマにし
た２部構成のシンポジウム。第１部では
著名な俳優、演出家、脚本家を迎え、アー
カイブされた脚本を単なるデータとして
でなく、文学として読む面白さを座談会
形式で語っていただいた。続く第２部で

は、第一線で活躍する研究者が登壇し、
脚本を学校教育に生かす試みを実践例を
交えながらパネルディスカッション形式
で議論した。さまざまな角度から、脚本
のアーカイブの問題と可能性にせまるこ
とができた。� ●来場者数　203名

脚本アーカイブズ・シンポジウム2016

「脚本アーカイブズ　さらなる展開に向けて―脚本保存と利用の可能性を語る―」
日 時 　2016年２月29日（月）14：00～18：00
会 場 　小野記念講堂
主 催 　�一般社団法人日本脚本アーカイブス推進コンソーシアム
共 催 　文化庁、演劇博物館
後 援 　国立国会図書館
出 演 　�〈第１部〉�岸惠子（俳優、作家）、今野勉（演出家、脚本家）、山田太一（脚本家、小説家）

　　　　　〈第２部〉�鈴木寛（東京大学教授、慶應義塾大学教授）、平田オリザ（劇作家、演出家）、

諏訪敦彦（映画監督）

司 会 　�〈第１部〉岡室美奈子（演劇博物館館長） 　〈第２部〉吉見俊哉（東京大学教授） 

演 劇 博 物 館催 し 物

演劇博物館の創立者である坪内逍遙は
晩年を熱海で過ごし、「常春熱海」と呼ん
でその温暖な気候を愛し、文化振興にも
大きく寄与した。今年も忌日である２月
28日に、坪内逍遙の偉業をたたえる記念
祭を熱海市で開催した。逍遙作詞の熱海

市歌をはじめ、ゆかりの歌の斉唱や、児
玉竜一演劇博物館副館長による記念講演

「坪内逍遙と大坂冬の陣・夏の陣」があり、
式典終了後は参加者一同、墓所である海
蔵寺にお参りし、逍遙が晩年を過ごした
双柿舎を見学した。

第45回逍遙忌記念祭

演 劇 博 物 館催 し 物

日 時 　2016年２月28日（日）13：00～15：00

会 場 　熱海市起雲閣

共 催 　�熱海市、熱海稲門会、演

劇博物館
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富岡コレクションの禅僧の書画より、黄

檗宗の費隱通容、日本に黄檗宗を伝えた隠

元隆琦や木庵性瑫、獨照性圓や獨湛性瑩、

売茶翁といわれた月海元昭の書に、中国明

清時代に制作された陶磁器、明時代の漆芸

品、清乾隆32（1767）年の年記のある袁

耀の大幅「春江花月夜図」を併せて展示し

た。袁耀の作品は2004年当館に寄贈を受

けて以来初公開。

� ●来場者数　2,027名

黄檗僧の書と明清美術
会 期 　３月２日（月）～４月18日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

江戸時代の禅僧・白隠慧鶴の孫弟子に

あたる春叢紹珠、関堂玄哩、卓洲胡僊、弘

巌玄猊、さらに卓洲の弟子の蘇山玄喬など

白隠会下の禅師や円覚寺を再興した誠拙周

樗、誠拙と兄弟弟子にあたる仙厓義梵の達

磨図や円相、南泉一円相や普化振鈴といっ

た禅機画、布袋図や寒山拾得図などの禅画

を展示した。� ●来場者数　2,438名

近世の禅画
会 期 　５月９日（土）～６月23日（火）

会 場 　會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

ギャラリートーク
日 時 　①４月11日（土）13：00～13：30	 ②６月13日（土）13：00～13：30

	 ③７月11日（土）13：00～13：30	 ④10月10日（土）13：00～13：30

	 ⑤12月12日（土）13：00～13：30	 ⑥2016年３月５日（土）13：00～13：30

会 場 　會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

講 師 　浅井京子（會津八一記念博物館特任教授）

催 し 物

富岡重憲コレクションの概要について、

および当該展覧会の展示内容とその見どこ

ろを解説した。

�

� ●来場者数　106名
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難波田龍起・史男親子はともに早稲田

大学出身で、日本現代絵画史における新た

な抽象絵画の道を切り開いた画家である。

2012年度、會津八一記念博物館は彼らの

日記、創作ノートや蔵書などの資料の寄贈

を受けた。これらの資料は画家の制作プロ

セスをたどる貴重な資料となっている。本

展では絵画作品とともにこれらの資料を

展示し、両作家の思考や制作の秘密にせ

まった。 � ●来場者数　2,812名

難波田龍起・史男の世界
会 期 　５月20日（水）～６月26日（金）

会 場 　會津八一記念博物館１階　企画展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

日本では色絵、中国では五彩といわれる

陶磁器の加飾法は数種の釉色によって白磁

胎に絵付けをしたものである。中でも赤い

色はさまざまな表情を見せている。わが国

のものでは柿右衛門様式の赤に九谷様式の

赤、中国明時代の古赤絵、万暦赤絵、呉州

赤絵、天啓赤絵と呼称される赤。これらの

作品に紅釉や辰砂の作品、赤楽茶碗を添え、

やきもので表現されるさまざまな赤色を比

較してみようという展示。

� ●来場者数　3,865名

色絵と五彩　―赤の彩り―
会 期 　７月３日（金）～９月18日（金）

会 場 　會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

モダニズムの巨匠、ル・コルビュジエが

撮影した写真を約350枚展示。同時に16ミ

リで撮影された動画も上映。

� ●来場者数　5,149名

没後50年「写真家としてのル・コルビュジエ」展
会 期 　７月６日（月）～８月２日（日）

会 場 　會津八一記念博物館1階　企画展示室

主 催 　理工学術院創造理工学部建築学科、理工学研究所、會津八一記念博物館

後 援 　�Fondation Le Corbusier、在日スイス大使館、在日フランス大使館／アンス

ティチュ・フランセ日本

協 賛 　�株式会社大林組、鹿島建設株式会社、清水建設株式会社、大成建設株式会社、

株式会社竹中工務店

展 覧 会 會 津 博 物 館
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してその名をとどめるフランシスコ・デ・

ゴヤ（1746〜1828年） の版画作品を中心

とした展覧会。ゴヤの不遇の人生において

生み出された版画連作は〈妄〉シリーズや、

〈戦争の惨禍〉シリーズなど、多くが人間

の不条理をあぶり出す、極めて優れた作品

群である。本展では、ゴヤの版画作品のほ

か、各種資料を紹介し、ゴヤの版画連作の

持つ魅力を広く伝えた。

� ●来場者数　2,889名

ゴヤ銅版画集〈妄〉―人間の不条理―
会 期 　９月10日（木）～10月11日（日）

会 場 　會津八一記念博物館１階　企画展示室

主 催 　會津八一記念博物館

共 催 　長崎県美術館

展 覧 会 會 津 博 物 館

白隠とその二大俊足といわれる遂翁と東

嶺の三人展。大雅との交友が知られる遂

翁、その宗風を微細と称されながら大胆な

書画を書いた東嶺、白隠とともに２人の弟

子たちの書画を展示した。

� ●来場者数　3,495名

白隠・遂翁・東嶺
会 期 　10月１日（木）〜11月21日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

日 時 　①７月11日（土）14：00～17：00　②７月16日（土）16：00～18：00

主 催 　理工学術院創造理工学部建築学科、理工学研究所、會津八一記念博物館

後 援 　�Fondation Le Corbusier、在日スイス大使館、在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本

協 賛 　�株式会社大林組、鹿島建設株式会社、清水建設株式会社、大成建設株式会社、株式会社竹中工務店

登壇者 　�①白石哲雄（アーティスト）、鈴木恂（建築家）、建畠晢（多摩美術大学学長）、塚原史�

（早稲田大学會津八一記念博物館館長）、古谷誠章（早稲田大学理工学術院教授）

	 �②アルノー・デルセル （ル・コルビュジエ財団研究資料室室長）、白石哲雄（アーティ

スト）、塚原史（早稲田大学會津八一記念博物館館長）、古谷誠章（早稲田大学理工

学術院教授）

司 会 　①②藤井由里

催 し 物

シンポジウム

①「ル・コルビュジエの眼差し」
②「ル・コルビュジエとフォトグラム」

左記テーマに沿って、講演、パネルディス
カッションを行った。

� ●来場者数　①107名　②101名
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本企画展では、日吉館旧蔵の會津八一の

書作品の紹介とともに、2010年と2014年

に寄贈を受けた會津八一の書作品や宿帳

などの芸術的かつ文化的価値の高い日吉館

関係資料を展示。寄贈を記念して2014年

度に行った日吉館関係のシンポジウムの成

果の一端も披露した。

� ●来場者数　3,876名

日吉館をめぐる文化人　―會津八一と奈良―
会 期 　10月17日（土）～11月28日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　企画展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

柴田是真の漆絵膳を除けば、會津博物館

が数組所蔵している江戸時代の漆絵の盆や

膳はこれまではほとんど公開されることが

なかった。これらの漆工作品に朝鮮時代の

螺鈿の茶箱や箭筒、中国時代の螺鈿盆など

を添えて展示した。� ●来場者数　2,080名

富岡コレクションの漆工芸　―漆絵盆を中心に―
会 期 　2015年11月28日（土）～2016年１月30日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

日 時 　10月24日（土）13：30～16：30
会 場 　小野記念講堂
主 催 　會津八一記念博物館
出 演 　�矢島新（跡見学園女子大学）、三宅秀和（公益財団法人永青文庫）、八波浩一�

（公益財団法人出光美術館）
司 会 　�浅井京子（會津八一記念博物館特任教授）

催 し 物

禅画の世界　白隠と仙厓

このシンポジウムでは二禅師の描いた禅

画の共通点や違い、それぞれの特質や魅力

を３人の近世絵画史の研究者たちに報告を

お願いした。江戸時代の宗教美術を「素朴」

という概念をキーワードに積極的に再評価

している矢島新氏に白隠と仙厓二禅師につ

いて、我国有数の白隠コレクションを所蔵

する永青文庫に勤務される三宅秀和氏に白

隠について、仙厓のコレクションでも知ら

れる出光美術館に勤務される八波浩一氏に

仙厓を語っていただいた。

� ●来場者数　89名
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早稲田大学のエジプト調査は、吉村作治

名誉教授や故川村喜一教授らがナイル川流

域の遺跡を対象として1966年から実施し

たジェネラル・サーベイを端緒とする。こ

れより今日まで、マルカタ南遺跡の発掘調

査をはじめ多くの調査・研究が積み重ねら

れてきた。本展覧会では、早稲田大学のエ

ジプト調査50年を記念し、そのあゆみを貴

重な発掘資料と写真でたどるとともに、現

在進行中のプロジェクトを含む早稲田大学

のエジプト学研究の全容を紹介した。

� ●来場者数　3,617名

早稲田大学エジプト調査　50年のあゆみ
会 期 　2015年12月５日（土）～2016年１月30日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　企画展示室

主 催 　會津八一記念博物館、エジプト学研究所

展 覧 会 會 津 博 物 館

「人の表現」をキーワードに、埴輪女子像、

矢部友衛の裸婦やエジプトのレリーフに代

表される人体、人物文で飾られた陶磁器、

寺畑助之丞の彫刻などさまざまな分野の作

品を展示した。

� ●来場者数　2,645名

人のかたち
会 期 　2016年３月１日（火）～４月23日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　富岡重憲コレクション展示室

主 催 　會津八一記念博物館

展 覧 会 會 津 博 物 館

ギャラリートーク
日 時 　①12月12日（土）13：00～14：00

　　　　②2016年１月９日（土）13：00～14：00

会 場 　會津八一記念博物館

主 催 　會津八一記念博物館、早稲田大学エジプト学研究所

講 師 　①近藤二郎（文学学術院教授）

	 ②吉村作治（早稲田大学名誉教授、東日本国際大学学長）

催 し 物

早稲田大学古代エジプト調査隊隊長の吉

村作治名誉教授と、早稲田大学エジプト学

研究所所長の近藤二郎教授に、早稲田大学

のエジプト調査50年のあゆみについてお話

いただいた。

� ●来場者数　①29名　②150名



29

文
化
事
業

文 化 事 業

2 0 1 5 年 度 　展 覧 会 ・催 し 物

研
究
活
動
・
教
育
活
動

展
覧
会
・
催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

敗戦から70年が経過した今、戦後日本社

会が共有していた戦争やそれにまつわる記

憶、あるいは学徒出陣や学徒兵に関するイ

メージの多くが、急速に薄らいでいる。戦

争と学徒兵、あるいは戦争と大学の関わり

を問い直す際には、“出陣学徒” という狭い

概念に固執するのではなく、繰り上げ卒業

生組や既卒 “学徒兵”、あるいは復員学徒や

遺族たちが “生きた” 戦後、という問題に

まで視野を広げることが求められている。

戦争や学徒たちの戦死を、悲劇や英雄譚と

して語り継ぐのではなく、自らの死と向き

合うことを余儀なくされた学徒兵の姿を直

視し、また彼らや家族・仲間をそのような

境遇に追い込んだ戦争というものの本質を

問いた。 � ●来場者数　3,565名

「戦後七〇年―学徒たちの戦場」
会 期 　３月25日（水）～４月25日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　企画展示室

主 催 　大学史資料センター

展 覧 会 大学史資料センター

大学の歴史は広く共有され、社会に公開、

利用されるべきであるという問題に、研究

会・講演会などの部会活動をとおして取り

組んでいる全国大学史資料協議会東日本部

会が、本学で総会を開催した。真辺将之文

学学術院准教授が早稲田大学百五十年史編

纂事業について講演を行った。

� ●来場者数　70名

「早稲田大学における編纂事業のこれまでとこれから」
日 時 　６月３日（水）

会 場 　大隈会館　N302-303

主 催 　大学史資料センター

協 力 　全国大学史資料協議会東日本部会

講 師 　真辺将之（文学学術院准教授、「早稲田大学百五十年史」編纂委員）

大学史資料センターでは、毎年前年度

に寄贈された資料を一堂に集めた「新収

資料展」を開催している。本資料展では、

早稲田大学卒業記念写真帖、書簡、講義

録、得業証書など当時の貴重な資料を集

め、体育各部・スポーツ関係資料には、東

京オリンピックで着用されたブレザーを

はじめ当時の野球部や水泳部の集合写真、

競技大会で獲得したメダルや賞状など寄

贈いただいた時代を思い起こす数多くの物

品を展示した。� ●来場者数　780名

「早稲田の資料とその時代」
会 期 　６月19日（金）～８月２日（日）

会 場 　26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

主 催 　大学史資料センター

展 覧 会 大学史資料センター

大学史資料センター催 し 物



30 31

文
化
事
業

文 化 事 業

2 0 1 5 年 度 　展 覧 会 ・催 し 物

研
究
活
動
・
教
育
活
動

展
覧
会
・
催
し
物

出
品
・
展
示
協
力

現在の大隈庭園には、かつて広大な邸

宅があり、国内外の政治家や教育者、文化

人、学生に至るまでたくさんの人々が訪れ、

多彩かつ多様な交流が展開されていた。大

学史資料センターでは、約10年にわたる

『大隈重信関係文書』編纂事業による成果

も踏まえつつ、特に「民間外交」「教育」「文

明開化」にクローズアップして書簡や、写

真などを展示した。

� ●来場者数　1,504名

「大隈重信展―早稲田から世界へ―」
会 期 　10月１日（木）〜11月８日（日）

会 場 　26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

主 催 　大学史資料センター

展 覧 会 大学史資料センター

10年余りにおよぶ『大隈重信関係文書』

編纂事業の結果、大隈文書の新たなる全貌

と人脈が明らかになり、大隈重信の新たな

一面を描き出すことに成功した。『大隈重

信関係文書』全11巻の完成を記念し、式典

が開催された。記念式では、校賓、大隈家

当主である大隈和子氏が挨拶された。引き

続き祝賀会が開催された。

� ●来場者数　66名

『大隈重信関係文書』完成記念式典
日 時 　７月１日（水）

会 場 　リーガロイヤルホテル東京

主 催 　大学史資料センター

大学史資料センター催 し 物

日 時 　10月12日（月・祝）14：45〜16：50

会 場 　大隈記念講堂小講堂

主 催 　大学史資料センター

講 師 　�五百旗頭薫（東京大学大学院法学政治学研究科教授）、大庭邦彦（聖徳大学

文学部文学科教授）、真辺将之（早稲田大学文学学術院准教授）

催 し 物

「大隈に手紙を寄せた人びと―大隈重信へのまなざし―」

「大隈重信展―早稲田から世界へ―」と

連動するシンポジウム。大隈重信に宛て

て書かれた手紙にスポットを当て、さまざ

まな人が大隈に送ったメッセージが披露さ

れ、どのような人物が大隈をどのように見

ていたかについて話し合われた。大隈重信

の本来とは違うイメージも感じられたのが

印象的であり、パネラーの方々の大隈への

深い愛情が感じられ、聴衆を魅了した。

� ●来場者数　140名
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「大学史編纂のこれまでとこれから」
日 時 　12月８日（火）18：15〜19：45

会 場 　大隈会館　N301-303

主 催 　大学史資料センター

講 師 　西山伸（京都大学大学文書館教授）

大学史資料センター催 し 物

第６回　早稲田狂言の夕べ
日 時 　４月21日（火）17：00〜19：00

会 場 　大隈記念講堂大講堂

主 催 　文化推進部、総長室

協 力 　早稲田大学校友会

協 賛 　リーガロイヤルホテル東京

本センターの研究活動のひとつである

「大学史セミナー」を開催した。京都大学

で実際に大学史編纂事業に専門に携わられ

ている西山伸教授をお迎えし、大学史編纂

事業の問題点をお話しいただいた。聴衆の

中には他大学の大学史編纂に関わっている

方も多くおられ、「勉強になった」ととても

好評だった。

� ●来場者数　43名

「早稲田の通信講義録とその時代」
会 期 　2016年３月22日（火）～４月23日（土）

会 場 　會津八一記念博物館１階　企画展示室

主 催 　大学史資料センター

展 覧 会 大学史資料センター

今年は、早稲田大学の前身である東京

専門学校が通信講義録の発行を始めてか

らちょうど130年目にあたる。ほかの多く

の通信講義録事業が短命に終わる中、早稲

田の通信講義録は実に70年もの長期にわ

たって発行を続け、1956年に募集を停止

するまで200万人を超える人々に購読され

た。通信講義録は、まさにキャンパスの外

に広がった “もうひとつの早稲田” であり、

逆境の中独学に励んだ講義録の受講者たち

は、在校生以上に「在野の精神」を体現し

た存在だったといっても過言ではないであ

ろう。ここでは、その “もうひとつの早稲田”

の営みを展示した。

� ●来場者数　2,864名

2010年に早稲田大学校友会設立125周

年を記念して初めて開催され、2015年度

で６回目の開催。学内の学生・教職員をは

じめ、招待校友やサポーターズ倶楽部の会

員を対象としている。早稲田大学芸術功労

者の人間国宝・野村万作氏、推薦校友の

野村萬斎氏らが出演。2015年度は、校友

である能楽師・當山孝道氏による宝生流の

仕舞も加わり、豪華な演目が並んだ。アン

ケート回収者の満足度調査結果では「大変

良かった」「良かった」がほぼ大半を占めた。

� ●来場者数　772名

文 化 企 画 課催 し 物
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Museum Week 2015
会 期 　６月８日（月）～６月12日（金）10：00〜16：30

会 場 　演劇博物館、會津八一記念博物館ほか

主 催 　文化推進部

本庄早稲田の杜地域連携展覧会
児玉地域のはにわ大集合

会 期 　�第１会期：７月15日（水）〜８月８日（土）　第２会期：８月19日（水）〜８月25日（火）

会 場 　�早稲田大学本庄キャンパス　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター２階　情報資料室

主 催 　�本庄市教育委員会、美里町教育委員会、神川町教育委員会、上里町教育委員会、

早稲田大学（文化推進部、教務部本庄プロジェクト推進室、教務部考古資料館）

協 力 　�公益財団法人　本庄早稲田国際リサーチパーク、埼玉県教育委員会、埼玉県立さきたま史跡の博物館

展 覧 会 文 化 企 画 課

本庄キャンパス周辺地域との連携事業の

一環として、埼玉県本庄市・美里町・神川

町・上里町の所蔵する埋蔵文化財を紹介

する展示を開催した。本庄キャンパス周辺

（一般に児玉地域と呼ばれる）は古墳時代

に大きく発展し、埼玉県最大の前方後円墳

である鷺山古墳などで知られている。この

展示では、豊富な埴輪を中心におよそ100

点の資料を展示し、児玉地域の古墳文化に

ついて知識を深めていただく機会とした。

� ●来場者数　970名

残念ながら、特に学生からは縁遠い存在

となっている文化推進部各施設。各施設が

収蔵する文化・情報資源を利用・活用する

意義を体感していただくためのきっかけ作

りとして、初めて「Museum Week」を企画・

開催した。クイズに答えながらスタンプを

押して周り、ゴールではオリジナルプレゼ

ントがもらえる「Museum Stamp Rally」、

助手・学芸員らが、博物館に収蔵する文

化・情報資源を親切丁寧に優しく解説する

「Museum Tour」、演劇博物館前舞台でパ

フォーマンスを披露する「Museum LIVE」

の３企画を実施した。

� ●来場者数　615名

文 化 企 画 課催 し 物

会 期 　第１回：８月１日（土）13：00〜14：30　第２回：８月８日（土）13：00〜14：30

会 場 　�早稲田大学本庄キャンパス　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター３階　レクチャールーム

主 催 　�本庄市教育委員会、美里町教育委員会、神川町教育委員会、上里町教育委員会、

早稲田大学（文化推進部、教務部本庄プロジェクト推進室、教務部考古資料館）

協 力 　�公益財団法人　本庄早稲田国際リサーチパーク、埼玉県教育委員会、埼玉県立さきたま史跡の博物館

講 師 　�第１回：坂本和俊（元埼玉県立本庄高校教諭・日本考古学協会会員）、金子彰男（神川町教育委員会）�

第２回：丸山 修（上里町教育委員会）、井上裕一（早稲田大学教務部考古資料館）

催 し 物

公開講座・ギャラリートーク

「本庄早稲田の杜地域連携展覧会　児玉

地域のはにわ大集合」に関連し、公開講座

を開催した。２日間で４名の講師を招き、

埴輪から児玉地域の古墳時代を読み解く講

座となった。講座終了後には展示会場にて

ギャラリートークも開催。講座で語られた

内容も踏まえて、参加者と講師の間で活発

に質疑応答が交わされた。

� ●来場者数　それぞれ約60名
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催 し 物

ワークショップ『はにわを作ろう─「はにぽん」の謎を教えます（レクチャー）』
日 時 　第１回：８月20日（木）10：00〜16：00　第２回：８月22日（土）10：00〜16：00

会 場 　�早稲田大学本庄キャンパス　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター４階　N406会議室

主 催 　�本庄市教育委員会、美里町教育委員会、神川町教育委員会、上里町教育委員会、

早稲田大学（文化推進部、教務部本庄プロジェクト推進室、教務部考古資料館）

協 力 　�公益財団法人　本庄早稲田国際リサーチパーク、埼玉県教育委員会、埼玉県立さきたま史跡の博物館

講 師 　井上裕一（早稲田大学教務部考古資料館）

「本庄早稲田の杜地域連携展覧会　児玉地

域のはにわ大集合」に関連し、小学生・中

学生・高校生を対象に、粘土を使って埴輪

作りを体験するワークショップを開催した。

参加者は講師の指導のもと、円筒埴輪を模

した鉛筆立ての製作に挑戦。実際の埴輪の

作り方も学びながら、自由に装飾をつける

などして楽しみながらの学習となった。また

ワークショップと同時に、本庄市のマスコッ

トキャラクターである「はにぽん」に関連し、

埴輪についての簡単なレクチャーも行った。

� ●来場者数　第１回：15名　第２回：10名

ジェイ・ルービン、柴田元幸公開講演会
日本文学を読む、訳す、書く
─　漱石、芥川、村上春樹、その先へ　─

日 時 　７月30日（木）18：00～20：00
会 場 　大隈記念講堂大講堂
主 催 　�早稲田大学角田柳作記念国際日本学研

究所、スーパーグローバル大学創成支
援・日本文化学拠点、文化推進部

協 力 　�新潮社
講 師 　�ジェイ・ルービン（ハーバード大学�

名誉教授、翻訳家）、柴田元幸（米
文学者、東京大学特任教授）

文 化 企 画 課催 し 物

ハーバード大学名誉教授のジェイ・ルー

ビン氏が来日し、初の小説『日々の光』出

版記念の講演会を行った。ジェイ・ルービ

ン氏は著名な日本文学研究者で、夏目漱石

や芥川龍之介、特に村上春樹作品の翻訳

家として世界的に知られている。この講演

会ではジェイ・ルービン氏と、米文学者・

翻訳家で『日々の光』の共訳者でもある柴

田元幸氏が近代現代文学について、また翻

訳という仕事について、戦後70年を機に日

本文学研究者の思いを語った。

� ●来場者数　450名

多和田葉子・高瀬アキ　パフォーマンス＆ワークショップ
日 時 　パフォーマンス「猫の手を借りた音楽」

	 11月11日（水）18：30〜20：30
	 ワークショップ「言葉と音楽　Vol.6」
	 11月12日（木）16：30〜18：30

会 場 　小野記念講堂

主 催 　�文化推進部、文化構想学部文芸・
ジャーナリズム論系

出 演 　�多和田葉子（作家）、高瀬アキ
（ジャズピアニスト）

ベルリン在住の作家・多和田葉子のテキ

スト朗読と、ジャズピアニスト・高瀬アキの

即興ピアノによるパフォーマンスとワーク

ショップ。言葉と音楽のコラボレーションの

可能性を探った。パフォーマンス「猫の手を

借りた音楽」では、ヨーロッパや日本の文学

における猫の表象から、人と動物の関係のみ

ならず死者と生者をつなぎ、人智を越えた

洞察の形で社会と文化に切り込んでいく使者

の姿を明らかにする試みがなされた。ワーク

ショップ「言葉と音楽　Vol.6」では、事前に

指名された学生たちが「リズム」をテーマに

朗読と楽器演奏の発表を行った。多和田氏・

高瀬氏から講評をいただいた後、発表作品を

さらに発展させる形で即興の言葉遊びにも挑

戦した。� ●来場者数　183 名

文 化 企 画 課催 し 物
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早稲田大学スペシャル・コンサート with 日本フィルハーモニー交響楽団
日 時 　2016年３月７日（月）18：00〜20：00

会 場 　�東京オペラシティコンサート

ホール：タケミツメモリアル

主 催 　�文化推進部、早稲田実業学校

協 力 　日本フィルハーモニー交響楽団

協 賛 　古内亀治朗商店株式会社

出 演 　�日本フィルハーモニー交響楽団、早稲田大

学混声合唱団、早稲田実業学校吹奏楽部、

早稲田実業学校音楽部（合唱班・室内楽班）

指 揮 　�岩村力

日本フィルハーモニー交響楽団と早稲田

大学の学生・早稲田実業学校の生徒がコラ

ボレーションするイベント。昨年度実施の

コンサートが好評につき、引き続き開催さ

れた。学生・生徒がプロの音楽家と触れ合

うことにより刺激を受け、豊かな感受性を

育ませると同時に、早稲田の音楽のレベル

の高さを内外に発信することを目的として

実施。1,143名が来場した。早稲田の学生・

生徒だけで演奏者・合唱者ともに総勢200

名を超える規模で出演。観客も含めると小

学生から大学生までの早稲田の児童・生徒・

学生が集結するイベントとなった。

� ●来場者数　1,143名

文 化 企 画 課催 し 物

宮崎滔天と早稲田に学んだ中国留学生展

会 期 　�2016年１月19日（火）～２月26日（金）

会 場 　�26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

主 催 　�早稲田大学

協 力 　�宮崎蕗苳、宮崎黄石、久保田文次（日本女子大学名誉教授）、中国宋慶齢基金会

展 覧 会 文 化 企 画 課

東京専門学校（現早稲田大学）に一時

在籍した宮崎滔天は、後に孫文らと出会い、

中国革命の支援者として生きたことで知ら

れる。1905年、本学では「清国留学生部」

が設立され、滔天は中国の政治・教育分野

で活躍することとなる留学生たちと知り合

う。彼らの交流は日本と中国をつなぐ懸け

橋となる。清国留学生部開設110年を記念

し、滔天と早稲田に学んだ中国留学生を紹

介する展覧会を開催した。「孫文書 扁額」、

「孫文と滔天の筆談記録」、「鴻跡帖」など

約60点の関連資料が出品された。

� ●来場者数　1,248名

日 時 　2016年１月29日（金）17：00～20：00

会 場 　�小野記念講堂　　 主 催 　�早稲田大学

講 演 　�コーディネーター：大日方純夫（早稲田大学文学学術院教授、大学史資料センター所長）

	 パネリスト：�久保田文次（日本女子大学名誉教授）�

紀旭峰（早稲田大学地域・地域間研究機構研究員）�

孫倩（早稲田大学大学院社会科学研究科博士後期課程）

催 し 物

シンポジウム「宮崎滔天と中国人留学生たち」

20世紀初め、特に日露戦後の時期、東アジ

ア各地から多くの留学生が来日した。その頃

早稲田大学では「清国留学生部」が開設され、

中国人留学生を多数受け入れた。留学生は日

本でいかに暮らし、何をどのように学んだか、

留学生と日本人あるいは留学生同士でどのよ

うな交流の場が形成されたのか。留学生にとっ

て、留学はどのような意味を持ったのか。シ

ンポジウムでは、中国の革命家を支援した宮

崎滔天と、早稲田に学んだ中国留学生たちの

動向に焦点を当て、これらの問題を考察した。

� ●来場者数　60名
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早稲田学生文化・芸術祭は「学生団体の発表機会を増やし、

早稲田の学生文化・芸術を発信・創造すること」を目的に2010

年より実施されており、文化推進部・学生部のサポートのもと、

公認サークルの学生が主体となって行っている。「春の早稲田

祭」を目指し、学生文化を継承するべく行っているイベントで

ある。

2015年度は31団体が参加し、メイン会場となる大隈記念講

堂をはじめ、小野記念講堂、ワセダギャラリー、そして４月に

竣工した早稲田小劇場どらま館の４会場でさまざまな分野のパ

フォーマンスや展示を実施した。

大隈記念講堂では、初日・２日目の土曜日・日曜日に21企画

22団体が参加する華やかな「オムニバス公演」が行われた。

「オムニバス公演」では、校友であるプロの舞台監督が進行

ならびに演出面を、早稲田大学放送研究会が照明・音響・映像

などの総合演出を行い、活気あるイベントとなった。

翌日からは、４日間にわたり、４団体が単独公演を行った。ま

た、早稲田小劇場どらま館や小野記念講堂では演劇サークルの

発表が行われ、ワセダギャラリーでは２団体が展覧会を行った。

来場者は5,700名強と、前年度に比べて1,200名以上増加し、

充実したイベントとなった。

会 場・日 時 　�大隈記念講堂：６月６日（土）～11日（木）	 小野記念講堂：５月22日（金）～24日（日）
	 早稲田小劇場どらま館：５月14日（木）～31日（日）	 ワセダギャラリー：５月12日（火）～22日（金）

大隈記念講堂
単独企画　（４団体）

日程 曜日 サークル名 上演時間
６月８日 月 お笑い工房LUDO 18：30～20：00

６月９日 火 Waseda International Festival (W.I.F) 18：30～20：00

６月10日 水 交響楽団 17：30～19：00

６月11日 木 Choco Crunch×Street Corner Symphony 17：30～19：30

オムニバス公演　（21団体）
６月６日（土）

サークル名 上演時間
早稲田大学ニューオルリンズジャズクラブ 11：00～11：50

モダンジャズ研究会 12：20～13：10

オルケスタ・デ・タンゴ・ワセダ 14：10～14：40

エレクトーンサークル AUGMENT 15：10～16：00

魁響×津軽三味線愛好会三津巴コラボ 16：30～17：20

早稲田大学よさこいチーム東京花火 17：50～18：20

日本舞踊研究会 18：25～18：55

Waseda Collection（わせプロ） 19：00～19：30

小野記念講堂　（１団体）　５月22日（金）～24日（日）

早稲田演劇週間 シアター早稲田

早稲田小劇場どらま館　（３団体）　５月14日（木）～31日（日）

サークル名 期間
演劇倶楽部派生ユニット　the pillow talk 5月14日（土）～17日（火）

SEIREN 5月23日（月）～24日（火）

劇団森 5月29日（日）～31日（火）

ワセダギャラリー　（２団体）　５月12日（火）～22日（金）

サークル名 期間
絵画会 5月12日（火）～16日（土）

生花研究会 5月20日（水）～22日（金）

６月７日（日）

サークル名 上演時間
フラメンコ集団iVAMOS! 10：15～11：05

下駄っぱーず 11：15～11：45

TAP-lovers 11：50～12：20

早稲田大学ジャズダンスサークルOasis 13：10～13：40

単位ブレイカーズ 13：50～14：20

WASEDA BALLERS 14：25～14：55

怪獣同盟 15：05～15：35

ハワイ民族舞踊研究会 15：40～16：30

Waseda Salsa Party（わせサル） 16：35～17：05

早稲田ベリーダンスチームSARAHbelly 17：10～17：40

早稲田大学ジャグリングサークル～infinity～ 17：50～18：40

早稲田大学チアダンスチームMYNX 18：50～19：10

SHOCKERS 19：15～19：30

文 化 事 業

早稲田小劇場どらま館開館記念　第 6 回　早稲田学生文化 ・ 芸術祭
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文 化 事 業

早 稲 田 文 化 芸 術 週 間 2 0 1 5

早稲田文化芸術週間は、早稲田大学や学内の箇所が主催する文化普及活動、社会貢献、地域振興活

動を「早稲田文化」をとおして社会に発信することを目的に2010年度より開始した。2015年度は前

年比倍の34のイベントを実施。落語、日本舞踊、朗読劇など、レパートリーに富んだイベントを全て

入場無料で一般にも開放。前年比2.4倍の約13,000名が来場した。

＜イベント＞
日 時 会場 内容 企画名 主催・共催 来場者数（※）

10月12日
（月・祝）

14：45〜16：15 大隈記念講堂小講堂 シンポジウム 大隈に手紙を寄せた人びと─大隈重信へのまなざし─ 大学史資料センター 150名

18：00〜19：20 大隈記念講堂大講堂 ライブパフォーマンス 早稲田文化芸術週間2015　オープニングライブ 文化企画課 320名

10月13日（火） 15：00〜16：00 演劇博物館 博物館案内 Museum Tour（演劇博物館） 文化推進部 ５名

10月14日（水）
14：45〜17：30 小野記念講堂 朗読・講演 ロベール・ドアノー：写真と朗読でつづる自伝的試み 文化構想学部表象・メディア論系、

文芸・ジャーナリズム論系 110名

16：30〜18：30 大隈記念講堂小講堂 講演 「生かされて生きる」～東日本大震災と特活教育の力～ 平山郁夫記念ボランティアセンター 10名

10月15日（木） 18：00〜20：00 大隈記念講堂大講堂 落語 ワセジョ落語会 文化企画課 810名

10月16日（金）
13：00〜15：00 小野記念講堂 シンポジウム ４年後の自分と東北を想像しませんか？

─「復興支援インターン」を通して復興を考える─ 平山郁夫記念ボランティアセンター 15名

15：00〜16：00 演劇博物館 博物館案内 Museum Tour（演劇博物館） 文化推進部 ０名

10月18日（日） 11：45 早稲田キャンパス内 早稲田大学校友会
最大の祭典 ホームカミングデー＆稲門祭 2015稲門祭実行委員会事務局 ―

10月19日（月）
15：00〜16：00 會津八一記念博物館 博物館案内 Museum Tour（會津八一記念博物館） 文化推進部 ９名

18：15〜20：15 小野記念講堂 映画上映・
トークセッション

無国籍を生きる ～国際移住とホスト社会～
UNHCR難民映画祭 大学パートナーズ 平山郁夫記念ボランティアセンター 160名

10月20日（火） 12：20〜12：50 演劇博物館前舞台 ライブパフォーマンス Museum LIVE　創立記念日前日スペシャル 文化推進部 130名

10月21日（水）

①11：00～11：30
②11：30～12：00 インフォメーションスクエア 紹介ツアー 食から早稲田文化を知る『ワセメシ紹介ツアー』

①（和食・東アジア）②（洋食・カレー） 広報室 13名

12：15〜13：00 ３号館前 ライブパフォーマンス 創立記念日記念　早稲田スポーツ・アニバーサリーステージ 競技スポーツセンター 300名

13：00〜14：30 小野記念講堂 講演 学徒出陣を語り継ぐ─ 学生を二度と学苑から戦場に送らない 学生部、文化推進部 150名

15：00〜15：30 125記念室 展示案内 Museum Tour（125記念室） 文化推進部 7名

16：30〜18：00 国際会議場 講演・鼎談 輝け！早稲田文化！ 文化企画課、中央図書館 150名

18：30〜20：00 大隈記念講堂大講堂 コンサート 創立記念日演奏会 文化企画課 300名

10月22日（木）
15：00〜16：00 會津八一記念博物館 博物館案内 Museum Tour（會津八一記念博物館） 文化推進部 ４名

18：30〜20：00 大隈記念講堂大講堂 コンサート 帰ってきたグリークラブ 大隈講堂単独ステージ 文化企画課 200名

10月23日（金）
10：40〜12：10 小野記念講堂 映画上映・

トークセッション
無国籍を生きる ～国際移住とホスト社会～

UNHCR難民映画祭 大学パートナーズ 平山郁夫記念ボランティアセンター 120名

18：00〜20：00 大隈記念講堂大講堂 日本舞踊 日本舞踊と早稲田大学　〜伝統と希望2015〜 文化企画課、
文化推進学生アドバイザー 650名

10月24日（土）
13：30〜16：30 小野記念講堂 シンポジウム シンポジウム　禅画の世界　白隠と仙厓 會津八一記念博物館 89名

16：30〜18：30 大隈記念講堂大講堂 朗読・
シンポジウム 明日に架ける橋～朗読劇『あん』 文化企画課 480名

10月25日（日）

11：00〜12：30 小野記念講堂 シンポジウム Waseda Vision150特別企画
「未来の早稲田を、描き変えろ。」

文化企画課、経営企画課、校友課、
文化推進学生アドバイザー 50名

13：00〜18：00 国際会議場 シンポジウム
ラスコー・イロコイワークショップ報告会

―イロコイ連邦と二つの世界大戦の戦跡を訪ね、
日本国憲法のルーツを辿る―

商学学術院WBS研究センター
アントレプレヌール研究会 62名

14：00〜17：00 大隈記念講堂大講堂 シンポジウム 森が学校計画産学共同研究会シンポジウム 森が学校計画産学共同研究会事務局 302名

10月26日（月）
10：00〜17：00 早稲田キャンパス内 演劇 体験ツアー型演劇　不在／あなたの視線 文化企画課、

文化推進学生アドバイザー 21名

16：30〜18：30 小野記念講堂 シンポジウム 留学生から見た早稲田大学：津田左右吉と東アジアの弟子たち 文学学術院 46名

10月27日（火） 16：30〜18：00 小野記念講堂 講演 早稲田文化特論「文キャンの下には遺跡が埋まっている！
〜学生会館の発掘から見えた早稲田の歴史〜」

文化企画課、
文化推進学生アドバイザー 115名

10月８日（木）
～12月22日（火） 10：00〜17：00 演劇博物館 展示 映画女優 京マチ子展 演劇博物館

3,932名
2015年10月１日（木）

～2016年１月31日（日） 10：00〜17：00 演劇博物館 展示 Who dance ? 振付のアクチュアリティ展 演劇博物館

10月１日（木）
～11月21日（土） 10：00〜17：00 會津八一記念博物館 展示 白隠・遂翁・東嶺 會津八一記念博物館 1,419名

10月17日（土）
～11月28日（土） 10：00〜17：00 會津八一記念博物館 展示 日吉館をめぐる文化人―會津八一と奈良― 會津八一記念博物館 1,377名

10月１日（木）
～11月８日（日） 10：00〜18：00 125記念室 展示 秋季企画展「大隈重信展―早稲田から世界へ―」 大学史資料センター 818名

10月８日（木）
～10月15日（木） 10：00〜18：00 ワセダギャラリー 展示 渡部大語書作展―書の花々を咲かせましょう― 文化企画課 329名

10月15日（木）
～11月15日（日） 10：00〜18：00 中野国際

コミュニティープラザ 展示 オープンカレッジ芸術展 エクステンションセンター ―

10月20日（火）
～11月13日（金） 10：00〜18：00 ワセダギャラリー 展示 白バラ　―ヒトラーに抗した学生たち― 人間科学学術院

村上公子研究室 144名

10月12日（月・祝）
～10月27日（火） 10：00〜16：30 スタート地点：

演劇博物館 スタンプラリー 謎解きミュージアムスタンプラリー 文化推進部 44名

（※）展示の来場者数は文化芸術週間期間中の来場者のみを記載しています。� のべ　12,841名

期 間 　10月12日（月・祝）〜27日（火）　

会 場 　大隈記念講堂、小野記念講堂、国際会議場ほか
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【演劇博物館】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

２月21日～４月19日 東宝スタジオ展　映画＝創造の現場　 世田谷美術館

３月７日～４月５日 特別展「会館の時代」 東京大学駒場博物館

４月４日～５月24日 没後50年谷崎潤一郎展　絢爛たる物語世界 神奈川近代文学館

７月４日～９月13日 異界へのいざない　妖怪大集合 茨城県近代美術館天心記念五浦分館

７月22日～９月13日 うらめしやー、冥途のみやげ展 東京芸術大学美術館

７月29日～11月30日 特別企画「永久に響けゴンドラの唄　100周年展」 香美市立吉井勇記念館

８月８日～９月20日 肉筆浮世絵の世界展 福岡市美術館

９月15日～10月21日 平成27年度特別展「ワンワンワンッダフル！―あの犬に会いたい」 北海道立三岸好太郎美術館

９月12日～10月25日 平成27年度展覧会「荒木又右衛門と鳥取」 鳥取市歴史博物館

10月１日～12月24日 「樋口一葉たけくらべの世界」 台東区立一葉記念館

10月３日～11月８日 特別展「移動する未明―高田・早稲田・高円寺―」 新潟県上越市小川未明文学館

【會津八一記念博物館】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

２月21日～４月19日 企画展「笑う美術」 茨城県近代美術館

３月８日～５月10日
（サントリー美術館）

７月４日～８月30日
（MIHOMUSEUM）

「生誕三百年　同い年の天才絵師　若冲と蕪村」展
サントリー美術館
MIHOMUSEUM
読売新聞東京本社

2015年４月１日～2016年３月31日 日比谷図書文化館の常設展示 千代田区教育委員会

５月23日～６月21日 「那波多目　功一展」 そごう美術館

７月25日～９月13日
９月20日～10月25日

「広島・長崎 被爆70周年　戦争と平和展」 広島・長崎県美術館平和発信事業実行委員会

８月31日～11月27日 平成27年度特別展「五姓田義松―最後の天才―」 神奈川県立歴史博物館

９月19日～11月29日 「THE TAMBA（秋）　―秀麗に古丹波を愛でる―」展 兵庫陶芸美術館

10月２日～11月29日 特別企画展「華麗なる清朝後期の書画 　―ラストエンペラーの時代―」 公益財団法人日本習字教育財団観峰館

10月10日～11月23日 「古鏡　その神秘の力」展 川崎市市民ミュージアム

10月31日～12月23日 「戦後70年：もうひとつの1940年代美術」展 栃木県立美術館

11月３日～12月20日 開館30周年記念　川村清雄展　―古今・東西・混ざり合い― 川村清雄展実行委員会

2015年11月21日～2016年２月14日 特別展「幕臣尊攘派～浪士組から江戸開城へ　山岡鉄舟らの軌跡～」 日野市立新選組のふるさと歴史館

2015年11月26日～2016年１月31日 ―まぼろしの翼―　島谷昇展 公益財団法人茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団

2015年12月12日～2016年１月24日 特別展「我が家の実篤作品展」第一部 一般財団法人調布市武者小路実篤記念館

2016年２月２日～３月13日 平成27年度トピック展示「祈りのかたち　八幡」 九州国立博物館

2016年２月11日～３月21日 「大隈重信　福澤諭吉 　～大隈さんと福澤先生　ふたりの意外なつながり～」 佐賀市大隈記念館

2016年３月21日～５月８日 「ファンタスティック　江戸絵画の夢と空想」展 府中市美術館

【大学史資料センター】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

７月１日～９月12日 夏季特別展「近代スポーツと国民体育大会」 和歌山市立博物館

６月22日～８月20日 「学生たちの戦前・戦中・戦後」展（会場：明治大学博物館） 全国大学史資料協議会東日本部会

８月22日
早稲田大学地域交流フォーラム（「早稲田を知る」in徳島）
パネル展示「世界への跳躍、限界への挑戦―早稲田スポーツの先駆者たちと
その時代」（会場：徳島グランヴィリオホテル）

早稲田大学教務部教務課

10月３日～11月８日 特別展「移動する未明―高田・早稲田・高円寺―」 新潟県上越市小川未明文学館

2015年11月12日～2016年３月13日 「星の抱影と弟・大佛次郎」展 大佛次郎記念館

2016年１月30日～３月21日 「福澤諭吉と大隈重信　～物語る交流×創造する未来～」 大分県中津市福澤記念館

2016年２月11日～３月21日 「大隈重信　福澤諭吉 　～大隈さんと福澤先生　ふたりの意外なつながり～」 佐賀市大隈記念館

【文化企画課】
期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

５月８日〜６月３日 「島村抱月とロシア」展 島根県環境生活部文化国際課

10月３日〜11月８日 特別展「移動する未明―高田・早稲田・高円寺―」 新潟県上越市小川未明文学館
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文化推進部は、本学の優れた文化資源を公開し各地の

教育研究活動に役立て、また本学が有する人的資源を地

域社会の教育や文化推進に活用し社会貢献するため、さ

まざまな文化事業を展開している。本学のキャンパスが

所在する地域や包括協定・文化交流協定を締結した地域

で、大学が所蔵する貴重な文化財を巡回展覧会により公

開している。また、地域の行政・企業・住民と連携して、

本学の学生・教職員に校友も加わり、演劇・映画・映像・

音楽・文学・芸術・科学・スポーツなどの多様なイベン

トを協働で実施している。

會津八一の和歌の素晴らしさを、永遠に万人の胸にとどめ
てほしいという想いから、2006年度より「會津八一の歌を映
す 秋艸道人・写真コンテスト」を開催している。歌人あるい

は俳人を顕彰するための、短歌や俳句のコンテストは全国各
地で開催されているが、「歌を映す」という試みはこの企画を
おいてほかには見られない。

■2015年「會津八一の歌を映す」秋艸道人賞・写真コンテスト
応募期間：11月４日（水）～11月14日（土）　　　主　　催：新潟市會津八一記念館
表 彰 式：2016年２月11日（木）　　　　　　　共　　催：會津八一記念博物館、新潟市ほか
協　　賛：セコム上信、コニカミノルタ NC ほか
審 査 員：�浅井愼平（写真家）、和泉久子（鶴見大学名誉教授）、若松保広（仏教美術写真家）、

神林恒道（新潟市會津八一記念館館長）、塚原史（早稲田大学會津八一記念博物館館長）

■2015年「會津八一の歌を映す」秋艸道人賞・写真コンテスト入賞作品展示
新潟市會津八一記念館：2015年12月16日（水）～2016年３月27日（日）
早稲田大学會津八一記念博物館：2016年４月１日（金）～４月23日（土）

　１．新 潟 県 新 潟 市

人的交流をとおして本学の魅力を理解していただくため、
理工学術院教職員の指導による軽井沢町の小学生を対象とし
た「おもしろ科学実験教室」を1998年から毎年開催している。

恵まれた自然環境や広大で豊富な運動施設を誇る軽井沢セミ
ナーハウスの中で、親子がふれあいながら楽しく学んでいる。

■軽井沢町・早稲田大学交流事業「第18回おもしろ科学実験教室」
日　　時：７月18日（土）�10：00〜11：45（午前の部）
　　　　　　　　　　　　13：15〜15：00（午後の部）
会　　場：軽井沢セミナーハウス　
主　　催：軽井沢町、早稲田大学
参　　加：小学生100名およびその父兄

■軽井沢町・早稲田大学交流事業　講演会
日　　時：2016年３月５日（土）　　　　主　　催：軽井沢町教育委員会、早稲田大学
　　　　　13：30〜15：30　　　　　　参　　加：83名
会　　場：中央公民館　大講堂
内　　容：第１部「飛行機は壊れながら飛んでいる？」
　　　　　　講師　�細井厚志（理工学術院基幹理工学部機械科学・航空学科博士）
　　　　　第２部「過去に起こった災害を知ろう－歴史災害の研究」
　　　　　　講師　�三上貴仁（理工学術院創造理工学研究科建設工学専攻博士）

　２．長 野 県 軽 井 沢 町

内　　容：�①�天然のデザインを楽しもう！葉脈をつかったしおり
づくり（小学校１〜３年生対象）

　　　　　②�地球にやさしいエンジンをつくろう
　　　　　　（小学校４〜６年生対象）

本庄市には早稲田大学本庄キャンパスが所在し、早稲田大学
では本庄キャンパス周辺地域と連携した教育・研究活動の展開
を目指している。2004年10月に早稲田大学創立125周年事業と
して早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンターにて
早稲田大学図書館・坪内博士記念演劇博物館・會津八一記念博
物館が所蔵する文化財を公開する展覧会「早稲田大学所蔵品展
示会 in 本庄拠点」を開催。それを契機に定期的に展覧会を開

催し、地元との交流事業に発展していった。文化企画課（2006
年度までは文化事業センター）設置後は同事業の所管箇所のひ
とつとなり、公益財団法人本庄早稲田国際リサーチパーク・教
務部本庄プロジェクト推進室と協力し、周辺市町村と連携して
実施している。2015年には本庄市教育委員会・美里町教育委
員会・神川町教育委員会・上里町教育委員会のご協力のもと、

「児玉地域のはにわ大集合」を開催した（詳細は32ページ）。

　３．埼 玉 県 本 庄 市 ・美 里 町 ・神 川 町 ・上 里 町
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2014年、白河市と早稲田大学間で交流事業ができないかと双方で検討し、文化交流事業としてス
タートした。本年度は昨年に引き続き本学公認のアカペラサークル「Street Corner Symphony」と
協力し、白河市民会館でコンサートを行った。またコンサート前日には市民向けのアカペラ教室を
開催したほか、児童養護施設「白河学園」でのミニコンサートも実施。歌を通じて、大学生と地域
の小学生・中学生の交流が行われた。

日　　時：８月９日（日）13：30〜15：30
会　　場：白河市民会館

主　　催：白河市、早稲田大学
参　　加：約500名

　４．福 島 県 白 河 市

■ “中学生による” 縄文まちづくり提案　─ 下野谷遺跡を活かして ─

　西東京市東伏見に所在し、南関東で傑出した規模と内容を持つ縄文時代の遺跡「下野谷遺跡」を生かし、中学生12名が「西東
京市文化財保存・活用計画」の策定に向け、まちづくり提案をまとめ発表したもの。発表に至るまでには、事前に遺跡とその周
辺のフィールドワークやアイディアを発表する準備などが行われた。

　７．西 東 京 市

日　　時：９月20日（日）13：00〜16：00（午後の部）
会　　場：東伏見 STEP22（79号館）　205教室
主　　催：西東京市
後　　援：早稲田大学

コーディネーター：�卯月盛夫（社会科学部教授）、入井徹（社会科
学部助手）、百武ひろ子（社会科学部講師）

参　　加：72名

東京都の地域交流事業として、以下の催し物の後援を行った。

■「歴史的建造物の保存を支援するチャリティコンサート」

　歴史的建造物への関心を高め、貴重な景観資源を次世代に引き継ぐ気運を醸成するために開
催しているチャリティーコンサート。大隈記念講堂では2014年度から開催しており、国の重要
文化財として大隈記念講堂をより多くの方に紹介するイベントを行っている。なお、この事業
は東京都の「東京歴史まちづくりファンド」の一環として実施された。

日　　時：７月27日（月）18：00〜20：30　　　　主　　催：東京都都市整備局
会　　場：大隈記念講堂　　　　　　　　　　　　参　　加：約600名

　５．東 京 都

中野区との地域交流事業として、2010年より早稲田大学交響楽団による「Maple Concert」（メイプルコンサート）を開催している。

■中野区・早稲田大学文化交流事業
　早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2015」

日　　時：11月29日（日）14：00〜16：00
会　　場：なかの ZERO 大ホール
主　　催：中野区、早稲田大学文化推進部文化企画課
協　　力：なかの ZERO 指定管理者
指　　揮：曽我大介

　「ワセオケ」の愛称で親しまれる早稲田大学公認のオーケストラ「早稲田大学交響楽団」によ
るコンサート。中野区と早稲田大学との文化交流事業として2010年度に開始し、６回目の開催。
今年度は979名の来場者を記録した。

　６．中 野 区
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（１）催し物の後援・協力（文化推進部）　新宿区との地域交流事業として、今年度は以下の催し物の後援・協力を行った。

■平成27年度　新宿区夏目漱石コンクール
　読書感想文コンクール「わたしの漱石、わたしの一行」（中学生の部・高校生の部）

応募期間：６月22日（月）〜９月17日（木）
表 彰 式：12月13日（日）
主　　催：新宿区・新宿区教育委員会　※本学は後援
審 査 員：審査委員長　嵐山光三郎（作家）
　　　　　審査委員　　中島国彦（早稲田大学文学学術院教授）
　　　　　　　　　　　久保庭健吉（日本国語教育学会常任理事）
　　　　　　　　　　　吉住健一（新宿区長）
　　　　　　　　　　　酒井敏男（新宿区教育長）

■平成27年度　新宿区夏目漱石コンクール
　絵画コンクール「猫になって描いてみよう〜わがはいはネコである〜」（小学生の部）

応募期間：６月22日（月）〜９月17日（木）
表 彰 式：12月13日（日）
主　　催：新宿区・新宿区教育委員会　※本学は後援
審 査 員：審査委員長　嵐山光三郎（作家）
　　　　　審査委員　　藪野健（�府中市美術館館長、日本藝術院会員、早稲田大学栄誉フェロー）
　　　　　　　　　　　南口清二（一般社団法人二紀会理事）
　　　　　　　　　　　吉住健一（新宿区長）
　　　　　　　　　　　酒井敏男（新宿区教育長）

■第６回　早稲田の街スプリングコンサート

日　　時：2016年３月13日（日）13：00〜16：00
会　　場：大隈記念講堂
主　　催：第６回早稲田の街スプリングコンサート
　　　　　実行委員会
後　　援：新宿区・新宿区教育委員会
協　　賛：早稲田宝泉寺、早稲田大学周辺商店連合会（W商連）

　10．新 宿 区

文京区・新宿区との地域交流事業として、以下の催し物の協力を行った。

■文京・早稲田　文豪ウィーク
日　　時：2015年11月21日（土）〜2016年１月31日（日）　　　　　後　　援：文京区、新宿区、文京区観光協会、
主　　催：文京区商店街振興組合連合会、　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人新宿観光振興協会
　　　　　早稲田大学周辺商店連合会　　　　　　　　　　　　　協　　力：文京区商店街連合会、早稲田大学文化推進部

　日本を代表する文豪、森鷗外と夏目漱石のゆかりの地である文京・早稲田。かつて彼らが愛した街には、歩いてよし、食べてよし、
訪ねてよしの魅力が盛りだくさん。文豪が愛したかつての街に想いを馳せ、今なお残る街の魅力を肌で感じる72日間のイベント。

　９．文 京 区 ・新 宿 区

協　　力：早稲田大学文化推進部、
　　　　　社会福祉法人新宿区社会福祉協議会
出店協力：社会福祉法人東京都知的障害者育成会
　　　　　「新宿区立新宿生活実習所」
　　　　　社会福祉法人新宿あした会「新宿第二あした作業所」

「高い知性と道徳性を身につけた教養人の育成」を目標とす
る四ツ葉学園中等教育学校では、「伝統文化」領域の学習を選
択した生徒が毎年8月初めに演劇博物館を訪問し、解説を受け

ながら館内の展示を見学した後、歌舞伎・能など伝統文化に
ついての講演を受講している。

■伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校アカデミックキャンプ2015

　８．群 馬 県 伊 勢 崎 市

日　　時：８月１日（土）11：30～15：00
　　　　　�演劇博物館見学　11：30～12：30
　　　　　　※演劇博物館職員による解説付き
　　　　　講　演　13：30～15：00

会　　場：６号館３階　レクチャールーム
演　　題：「日本の伝統文化―演劇を中心に」
講　　師：児玉竜一（演劇博物館副館長）
参 加 者：四ツ葉学園中等教育学校　第２学年　40名
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（２）平成27年度　文化庁補助事業「新宿から文化を発信する演劇博物館創造活動事業」（演劇博物館）
　文化庁が実施する「地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業」として認定を受けた本事業では、新宿区の教育委員会や東京
芸術大学社会連携センターなどと連携し、新宿を中心に地域の文化・観光の振興と人材育成を目的としてさまざまな展示・講座・
イベントを実施した。

催物名 日　　時 会　　場 講師・出演

「プロジェクション・メディアの現在」 ４月10日～８月２日 演劇博物館２階　企画展示室Ⅱ・Ⅲ

ワークショップ「作ってみよう・写してみよう」 ６月20日 ６号館３階　レクチャールーム
講師：�劇団みんわ座（山形文雄、田中佑子、西

尾直樹 ほか５名）

神楽坂で楽しむ「七夕落語と写し絵上映会」 ７月５日 赤城神社境内
出演：林家正雀（落語家）
上映：劇団みんわ座

ダンス・ワークショップ「Re: Rosas!」 ７月24日～26日 大隈ガーデンホール、井深大記念ホール 講師：池田扶美代

日本の伝統文化体験出前事業

【狂言ワークショップ①】 ９月15日 都立調布特別支援学校 講師：善竹十郎・善竹大二郎（狂言師）

【狂言ワークショップ②】 11月10日 都立光明特別支援学校 講師：善竹十郎・善竹大二郎（狂言師）

【落語ワークショップ】 11月12日 新宿区立淀橋第四小学校 講師：�古今亭志ん丸・古今亭志ん吉（落語家）

【常磐津ワークショップ】 11月17日 都立光明特別支援学校そよ風分教室
講師：�常磐津和英太夫（太夫）、常磐津菊与志郎

（三味線）

【狂言ワークショップ③】 11月24日 新宿区立新宿西戸山中学校 講師：善竹十郎・善竹大二郎（狂言師）

【狂言ワークショップ④】 2016年１月22日 都立光明特別支援学校そよ風分教室 講師：善竹十郎・善竹大二郎（狂言師）

コンタクト・ゴンゾ
「訓練されていない素人のための振付コンセプト
001/重さと動きについての習作」展

2015年10月１日～
2016年１月31日

演劇博物館２階　企画展示室Ⅱ

「Who Dance?　振付のアクチュアリティ」連続パ
フォーマンス講座　第１回
田中泯「場踊り」

10月10日
演劇博物館２階　企画展示室Ⅰ、
演劇博物館前舞台、小野記念講堂

出演：田中泯（舞踊家）
アフタートーク：�田中泯×中沢新一（明治大学）

「Who Dance?　振付のアクチュアリティ」連続パ
フォーマンス講座　第２回
コンタクト・ゴンゾ『訓練されていない素人のた
めの振付コンセプト001/002』

11月20日 小野記念講堂

出演・演出：コンタクト・ゴンゾ
アフタートーク：�コンタクト・ゴンゾ×国枝か

つら（丸亀市猪熊弦一郎現代
美術館）

エンパク★こども映画教室2015 11月21日～23日
大隈記念講堂小講堂、
６号館３階　レクチャールーム

講師：�是枝裕和（映画監督）、�
土肥悦子（こども映画教室代表）

「Who Dance?　振付のアクチュアリティ」連続パ
フォーマンス講座　第３回
ロジェ・ベルナット『春の祭典』

12月12日 学生会館B201 構成・演出：�ロジェ・ベルナット（振付家・演出家）

日仏ダンス会議「思考と身体のパ・ド・ドゥ」 2016年１月16日 大隈記念講堂小講堂
講師：�ローラン・ピショー（パリ第八大学）、ジュ

リー・ペラン（パリ第八大学）、パトリック・
ドゥ・ヴォス（東京大学）

早稲田大学は2006年12月19日、大隈重信の出身地である佐
賀県と「連携協働に関する基本協定」を締結し、さまざまな
教育・研究の協働事業を展開している。また、佐賀市には大
隈侯生誕125周年を記念して開館した大隈記念館と国の指定史
跡である大隈重信旧宅（生家）があり、毎年２月中旬から３月

下旬の「佐賀城下ひなまつり」に合わせて企画展覧会を開催
している。早稲田大学との文化事業の窓口は文化企画課が担
い、文化推進部三機関のほか早稲田大学図書館が協力し、各
機関が所蔵する文化財・美術品を貸し出し、展覧会に貢献し
ている。

■「平成27年度大隈祭」

　11．佐 賀 県 佐 賀 市

日　　時：５月10日（日）10：00〜14：00
会　　場：佐賀市大隈記念館
主　　催：佐賀市大隈記念館保存会
　　　　　※本学は校友会佐賀県支部とともに協力

記念講演：「大隈銅像と政治家大隈重信の生涯」
講　　師：檜皮瑞樹（大学史資料センター助教）
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2007年４月、文化推進部発足を機に、本学は坪内逍遙と津
田左右吉の生誕地である美濃加茂市と「文化交流協定」を締
結した。

美濃加茂市は逍遙の功績をたたえ市民文化の向上を図るた
め、1994年に「坪内逍遙大賞」を創設し、演劇分野において

坪内逍遙の功績を再認識させるような優秀な活動・著作を表
彰している。本学は文化交流協定の一環として2007年に「早
稲田大学坪内逍遙大賞」（44ページ参照）を制定し、互いに隔
年で授賞することとなった。

このほか、以下のさまざまな交流事業を実施している。

（１）学生演劇公演（文化推進部）

　学内公募で選ばれた本学の学生劇団が、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアムに約１週間合宿し、野外公演を行う企
画。2009年より毎年９月に実施している。滞在中に県立加茂高等学校などでの演劇ワークショップ、坪内逍遙博士顕彰会との交
流、坪内逍遙に関する学習なども行ってきた。

■�第８回美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業　 
学生公演　早稲田大学劇団森「さよなら自転車泥棒」

日　　時：９月５日（土）、６日（日）18：30〜
会　　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム　芝生広場（雨天時エントランスホール）
作・演出：岡本セキユ
出　　演：早稲田大学劇団森ほか
主　　催：文化推進部、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム
協　　力：坪内逍遙博士顕彰会
来場者（のべ）：149名

（２）みのかも「声のドラマ」の会　朗読公演（文化推進部）

　美濃加茂市との文化交流事業の一環として、美濃加茂市で活動する朗読団体、みのか
も「声のドラマ」の会が公演を行った。みのかも「声のドラマ」の会は、1999年発足。

「正しい日本語」「美しい日本語」を学び、朗読をとおして地域の文化の発展につながっ
ていくことを目指している。

■�美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業　 
みのかも「声のドラマ」の会　朗読公演

日　　時：2016年３月13日（日）14：00〜15：00
会　　場：早稲田小劇場どらま館
上演作品：堀江敏幸著『雪沼とその周辺』より「イラクサの庭」（新潮文庫2007年）
　　　　　シェイクスピア原作・坪内逍遙訳『十二夜』より「執事マルヴォーリオ・・・」
出　　演：みのかも「声のドラマ」の会
制作協力：濱口久仁子（演劇博物館招聘研究員）
朗読指導：久野壱弘（新地球座）
音　　響：倉橋秀美（新地球座）
来 場 者：18名

　13．岐 阜 県 美 濃 加 茂 市

熱海市は坪内逍遙終焉の地で、終の棲家となった双柿舎や墓
所の海蔵寺があるほか、逍遙自ら作詞した市歌や、創立に尽力
したとされる市立図書館など、逍遙の足跡が多く残る。熱海市
と演劇博物館は協力して坪内逍遙顕彰事業を実施しており、命

日の２月28日には毎年共催で「逍遙忌記念祭」を開催し、講演
会や記念上演を行っている。また記念祭に合わせ、熱海市教育
委員会・熱海稲門会・美濃加茂市・演劇博物館・本学総務が参
加し、逍遙顕彰事業に関する意見交換会を行っている。

■第45回逍遙忌記念祭

日　　時：2016年２月28日（日）13：00
会　　場：熱海市「起雲閣」（音楽サロン）
主　　催：熱海市、熱海稲門会、演劇博物館

内　　容：お慕いのことば（熱海市長、熱海稲門会会長、演劇博物館館長）
　　　　　逍遙ゆかりの唄斉唱（坪内逍遙のうた保存会）
　　　　　�記念講演「坪内逍遙と大坂冬の陣・夏の陣」児玉竜一
　　　　　� （演劇博物館副館長）

　12．静 岡 県 熱 海 市
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（３）早稲田大学連続講座（文化推進部）
　みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム開館15周年を記念し、講師として本学の教授・研究員を招く連続講座を開催した。

■第１回「河川の自然再生と情報発信」
日　　時：2016年１月30日（土）14：00〜15：30　　　　　　　　講　　師：渡辺友美（人間総合研究センター招聘研究員）
会　　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム　　　　 参　　加：18名
主　　催：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム、
　　　　　文化推進部

■第２回「演劇の歴史における坪内逍遙」
日　　時：2016年２月14日（日）14：00〜15：30
会　　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム　
主　　催：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム、
　　　　　文化推進部

■第３回「津田左右吉と夏目漱石をつなぐもの ─ 岩波書店における出版活動を媒介として ─」
日　　時：2016年３月27日（日）14：00〜15：30　　　　　　　　講　　師：十重田裕一（文学学術院教授、文化推進部長）
会　　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム　　　　 参　　加：30名
主　　催：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム、
　　　　　文化推進部

（４）「木立に響く逍遙」後援（演劇博物館）
　2010年度より毎年秋に、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム主催で開催される、邦楽による逍遙作品の演奏会。講
師は演劇博物館より派遣し、企画段階から協力している。

■木立に響く逍遙　vol.6
日　　時：10月１日（木）18：00～19：30　　　　　　　　　　　主　　催：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム
会　　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム　　　　後　　援：演劇博物館
　　　　　エントランスホール　　　　　　　　　　　　　　　　協　　力：坪内逍遙博士顕彰会　　　　　　　
出　　演：十四世野村又三郎、奥津健太郎、野村信郎　　　　　　来 場 者：107名　　　　　　
解　　説：濱口久仁子（演劇博物館招聘研究員）　　　　　　　　
演　　目：「千鳥」（シテ／野村又三郎、
　　　　　　　　　アド／奥津健太郎・野村信郎）

鴨川市と本学の間で「鴨川市太海多目的公益用地に関する基本合意書」（セミナーハウスの誘致）の締結をしたことを契機に、鴨
川市民に早稲田大学を理解していただくため、1998年より開始した交流事業である。安房地域の小学生を対象とした理工学術院教
職員の指導による「おもしろ科学実験教室」の開催を中心に、講演会やキャンパスツアーなどさまざまな事業を実施している。

■鴨川市・早稲田大学交流事業
　「第18回おもしろ科学実験教室」

日　　時：�８月26日（水）９：30〜12：00（午前の部）
　　　　　　　　　　　　13：30〜16：00（午後の部）
会　　場：鴨川市文化体育館（鴨川ドーム）
主　　催：鴨川市、早稲田大学
内　　容：①レンズをつくろう　　　　　　　　　　　　③�光ファイバーを使って七色に光る花をつくろう
　　　　　　（小学校４〜６年生対象）　　　　　　　　　　（小学校１〜３年生対象）
　　　　　②�地球にやさしいエンジンをつくろう　　　　④�オリジナルペーパーフラワーをつくろう
　　　　　　（小学校４〜６年生対象）　　　　　　　　　　（小学校１〜３年生対象）
参　　加：小学生180名およびその父兄

■鴨川市・早稲田大学交流事業　講演会

　14．千 葉 県 鴨 川 市

日　　時：2016年２月27日（土）13：30〜15：00
会　　場：鴨川市文化財センター
主　　催：鴨川市、早稲田大学

内　　容：「火山の息吹を知る」
　　　　　講　師　山田耕（政治経済学部准教授）
参　　加：30名

講　　師：児玉竜一（�文学学術院教授、演劇博物館副館長）
参　　加：24名
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2007年に迎えた創立125周年を記念して、近代日本の文芸・文化
の創造者ともいうべき坪内逍遙の偉業を顕彰すると同時に、その精
神を広く未来の文化の新たな創出につなげるという願いから、文芸
をはじめとする文化芸術活動において著しい貢献をなした個人（も
しくは団体）を顕彰すべく、「早稲田大学坪内逍遙大賞」を創設した。
また、これからの文化の担い手である若い才能を応援すべく、奨励
賞を併せて創設した。あまたある文芸・文化関係の賞の中で、広く
開かれた独自の意義を担う賞を目指してゆきたいと考えている。文
芸・文化・芸術活動の中から、隔年で「大賞」１名、「奨励賞」１名
を選んで顕彰する。副賞として記念のメダルと大賞100万円、奨励賞
50万円を贈呈している。

早稲田大学は、文化推進部が2007年４月に発足したのを機に、美
濃加茂市との間で同年春に文化交流協定を締結した。この協定の精

神には本学の地域連携の理念があり、具体的には早稲田大学と美濃
加茂市とが、隔年で独自の選考基準に基づきつつも坪内逍遙大賞を
選考し、結果的に毎年の授賞を実現しようというものである。美濃
加茂市坪内逍遙大賞が演劇人の顕彰であるのに対して、早稲田大学
坪内逍遙大賞は坪内逍遙の業績に鑑み、文芸をはじめとする文化全
般に貢献した人々を顕彰することを目指している。

過去の受賞者

坪内逍遙大賞 奨 励 賞

2007（第１回） 村上　春樹 川上未映子

2009（第２回） 多和田葉子 木内　　昇

2011（第３回） 野田　秀樹 円城　　塔

2013（第４回） 小川　洋子 小野　正嗣、山田　　航

　１．早 稲 田 大 学 坪 内 逍 遙 大 賞

第五回（2015年）

宮崎県出身の歌人、若山牧水 (1885〜1928年）を顕彰する短歌募
集事業。若山は旧制延岡中学を経て、早稲田大学英文科卒（1908年）。
同級生の北原白秋（射水）、中林蘇水と親交を厚くし、「早稲田の三
水」と呼ばれる。

毎年、全都道府県から広く募集し、短歌大賞、優秀賞などを決定
しているが、早稲田大学は「審査員特別賞　早稲田大学賞」として、
３名顕彰している。

　２．若 山 牧 水 青 春 短 歌 大 賞 （ 宮 崎 県 延 岡 市 ）

http://www.city.nobeoka.miyazaki.jp/display.php?cont=160217113718

【授賞理由】伊藤比呂美氏は ､1978年のデビュー
詩集以降、一貫して女性詩を牽引してきた。そ
して80年代以降、伊藤氏は２つの分野に進出す
る。それは（子育てを中心とした）エッセイ、
さらに小説だ。そのどちらの分野においても、
伊藤氏は、それまでに無かったことばの世界を
作り上げ、今はまた説経節など古典をもとにし
た日本語の新しい「語り」に向かっている。伊
藤氏の出現は、日本語の表現の世界を新しいス
テージに押し上げたのである。

梓立祭（しりつさい）は、「学苑創立の母」といわれる小野梓 
(1852〜1886年）の誕生日２月20日（新暦の３月10日）を記念日と
して祝う祭りである。小野梓を顕彰するとともに、その研究をとお
して、教育文化・芸術の向上を図りながら、宿毛の偉人たちも順次

顕彰し、過去の偉人たちの足跡に学び青少年の健全育成や宿毛の文
化・教育の発展に寄与することを目的とする。

梓立祭では、作文、絵画コンクールを実施し、最優秀賞、優秀賞、
奨励賞を小学生、中学生各１名を顕彰している。

　３．梓 立 祭 作 文 ・絵 画 コ ン ク ー ル （ 高 知 県 宿 毛 市 ）

旺文社が主催となって、「全国の小・中・高校生の研究・アートお
よび文芸の振興奨励と、青少年の個性の育成」を目的として､ 1957
年から行われている顕彰事業。

このコンクールは、幅広く多様な分野に部門を設け、児童・生徒

がそれぞれの得意分野で制作した作品を応募するコンクールとなっ
ている。優秀作品には、内閣総理大臣賞・文部科学大臣賞・環境大
臣賞などが授与される。早稲田大学は「早稲田大学総長賞」として、
文芸Ⅰ（小説・詩部門）の最優秀者を表彰している。

　４．旺 文 社 主 催 「 全 国 学 芸 サ イ エ ン ス コ ン ク ー ル 」

http://gakkon.obunsha.co.jp/

上越市が生んだ日本児童文学の父、小川未明 (1882〜1961年）の
作品および業績を広く市内外に紹介するとともに、子供の感性や想
像力を育むといった理念で設立された顕彰事業。未明は早稲田大学
英文科在学中より執筆活動を開始し、1905年に卒業。生涯で1,000点

以上の作品を世に送り出し、「日本のアンデルセン」として読者に親
しまれている。小川未明文学賞は、小学生を対象にした創作児童文
学に与えられる文学賞である。文化推進部は、後援顕彰事業として
行っている。 

　５．小 川 未 明 文 学 賞 （ 新 潟 県 上 越 市 ）

https://www.city.joetsu.niigata.jp/site/mimei-bungakukan/

大　賞
伊藤　比呂美

奨励賞
福永　信

【授賞理由】福永信氏は、すでに10年を超える作
歴の中で、たえず大胆な、いわば１作ごとに「実
験的」な書き手として、現代小説に得がたい生
気を吹き込んできた作家である。わけてもここ
２、３年の『一一一一一』、『三姉妹とその友達』
などにおける斬新な達成には、目を瞠るものが
あるが、日本文学はまだ、この点に充分には気
づいていないようだ。よって、本選考委員会は
ここに、この作家の得がたさを顕揚し、奨励す
るものである。
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2008年度からスタートした学術研究書出版制度は、「大学の
研究教育の内容やその水準を直接に体現する手段のひとつで
あり、当該大学にとって枢要な使命を担う」と位置付け、そ
の充実こそが、大学全体のアカデミック・ステイタスの維持・
向上に直結するという考えを示してきた。これまで研究教育

活動や多様な文化事業の成果を効果的に発信するために、早
稲田大学と早稲田大学出版部は連携してきた。

出版事業が学術情報発信の基盤をなすという認識から、大
学が直接これに関わって自らの使命を果たすことが、学術研
究書出版制度の主旨であるといえる。

　１．学 術 情 報 発 信 の 基 盤 と し て の 出 版 事 業

学術研究書出版制度の2015年度における主な見直しは、次の４点であった。

（１）２種類の学術研究書シリーズ　―　学術叢書とエウプラクシス叢書

「早稲田大学学術叢書」は、本学のアカデミック・ステイタスの維持・向上を目的とし、良質な学術研究書の出版機会を引き続き
提供する。

また、以前の「早稲田大学モノグラフ」に代わって、新鋭研究者のための叢書「早稲田大学エウプラクシス叢書」（「エウプラク
シス」は、ギリシャ語で「成功を収めた実績」の意味）を発刊し、出版経験の少ない研究者に対して出版機会を提供するため、出
版部の専門の編集者が入稿から刊行まで、原稿の完成に向けて支援する体制を作る。いずれも上製本の A５判とし、ページ数、字
数などの詳細は募集要項に記載する。

（２）審査のプロセスと採否の最終決定について

「書面審査」では、学内外の複数の専門審査員に、原稿と提出書類に基づく審査および評価を行う。専門審査員は、応募分野の専
門研究者を中心に研究者データベースなどから抽出し選定する。学位論文をベースにしている場合は、指導教員などの関係者は除
かれ、公正性を維持する。「書面審査」による評価点に、出版物としての市場性の観点から出版部編集者の意見を加え、学事統括常
任理事および文化推進担当理事が最終決定を行う。

（３）出版企画委員会の役割

委員会は、文化推進を担当する理事からの諮問を受けて、レベルの高い学術文化情報の発信、国際社会における本学のアカデ
ミック・ステイタスの向上を目指して、この制度における学術書と学内外の優れた学術研究成果の応募促進のために審議する。

（４）応募資格の拡大と募集要項等の見直し

上記の改善に伴い、「早稲田大学学術叢書」および「早稲田大学エウプラクシス叢書」の応募資格を拡大し、募集要項、審査要領
などの内容を見直す（募集要項の詳細については、ウェブサイト「早稲田文化」の学術出版支援の欄を参照）。

学術叢書刊行一覧（2009年３月～2015年３月）

　２．学 術 研 究 書 出 版 制 度 の 見 直 し に つ い て

書　　　名

学術叢書１ 濱川栄『中国古代の社会と黄河』

学術叢書２ 真辺将之『東京専門学校の研究』

学術叢書３ 中垣啓『命題的推論の理論』

学術叢書４ 堀真清『一亡命者の記録』

学術叢書５ 藤井千春『ジョン・デューイの経験主義哲学における思考論』

学術叢書６ 鳥越皓之『霞ヶ浦の環境と水辺の暮らし』

学術叢書７ 山内晴子『朝河貫一論』

学術叢書８ 金孝淑『源氏物語の言葉と異国』

学術叢書９ 鈴木勘一郎『経営変革と組織ダイナミズム』

学術叢書10 佐藤洋一『帝政期のウラジオストク』

学術叢書11 五十嵐誠一『民主化と市民社会の新地平』

学術叢書12 内田悦生・下田一太（コラム執筆）『石が語るアンコール遺跡』

学術叢書13 青木雅浩『モンゴル近現代史研究』

学術叢書14 飯山知保『金元時代の華北社会と科挙制度』

書　　　名

学術叢書15 上野和昭『平曲譜本による近世京都アクセントの史的研究』

学術叢書16 Ayako Yoshino『Pageant Fever』

学術叢書17 河西宏祐『全契約社員の正社員化』

学術叢書18 市川熹『対話のことばの科学』

学術叢書19 伊藤りさ『人形浄瑠璃のドラマツルギー』

学術叢書20 石濱裕美子『清朝とチベット仏教』

学術叢書21 黒崎剛『ヘーゲル・未完の弁証法』

学術叢書22 片木淳『日独比較研究市町村合併』

学術叢書23 Rieko Suzuki『Negotiating History』

学術叢書24 杵渕博樹『人類は原子力で滅亡した』

学術叢書25 奥野武志『兵式体操成立史の研究』

学術叢書26 井黒忍『分水と支配』

学術叢書27 岩佐壯四郎『島村抱月の文藝批評と美学理論』

学術叢書28 高橋弘幸『企業競争力と人材技能』
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学術叢書刊行一覧（2015年４月～2016年３月）
書　　　名

学術叢書41 陳丹舟 『中国独占禁止法 ─ 法体系とカルテル規制の研究』

学術叢書42 上野義雄 『An Automodular View of Ellipsis』

学術叢書43 小松寛 『日本復帰と反復帰 ─ 戦後沖縄ナショナリズムの展開』

学術叢書44 工藤龍太 『近代武道・合気道の形成 ─「合気」の技術と思想』

学術叢書45 牟倫海 『戦後日本の対外文化政策 ─ 1952年から72年における再編成の模索』

学術叢書46 楯身智志 『前漢国家構造の研究』

学術叢書47 李軍 『日中漢字文化をいかした漢字・語彙指導法 ―「覚える」から「考える」へ』

書　　　名

学術叢書29 高橋勝幸『アジア冷戦に挑んだ平和運動』

学術叢書30 小松志朗『人道的介入』

学術叢書31 渡邉将智『後漢政治制度の研究』

学術叢書32 石井裕晶『制度変革の政治経済過程』

学術叢書33 森佳子『オッフェンバックと大衆芸術』

学術叢書34 北山夕華『英国のシティズンシップ教育』

学術叢書35 Yoshio Ueno『An Automodular View of English Grammar』

学術叢書36 森祐司『地域銀行の経営行動』

学術叢書37 竹中晃二『アクティブ・ライフスタイルの構築』

学術叢書38 渡邊詞男『格差社会の住宅政策』

学術叢書39 岩田圭一『アリストテレスの存在論』

学術叢書40 藤岡典夫『環境リスク管理の法原則』
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文化推進部の各機関では、所蔵資料の目録、展覧会の図録、研究紀要などを定期的に発行している。2015年度に刊行されたもの
は以下のとおりである。なお、価格は2016年３月31日現在のものである。

【演劇博物館】

【會津八一記念博物館】

（1）演劇博物館報
 enpaku book 112号

（1）図録
難波田龍起・史男の世界

（4）紀要
演劇研究 第三十九号

発行：2016年３月22日
B5判　74ページ
価格：700円（税込）

発行：2015年５月20日
B5判　48ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2016年３月15日
A5判　400ページ

─ 目　次 ─
【研究論文】

・南インドの憑霊儀礼芸能・ブータ BHUTA：儀礼芸能を育み、養った地域土壌、その民俗文化、共同体 .... 森尻純夫
【資料紹介】

・「今の路考」─奥村利信作画期考 .... 木村八重子
・『葛巻昌興日記』所引能楽記事稿（貞享二年分）.... 入口敦志、江口文恵、近藤弘子、田草川みずき、深澤希望、柳瀬千穂、竹本幹夫
・「三村竹清日記　不秋草堂日暦（二十四）」.... 三村竹清日記研究会
・〈坪内逍遙宛諸家書簡１〉坪内逍遙宛　會津八一書簡（1）.... 菊池明、松山薫、柳澤和子、濱口久仁子

【講演録】
・篠田正浩、池部良を語る ─『乾いた花』の余白に .... 羽鳥隆英

【研究論文】
・能〈松浦〉における素材処理の手法 .... ツァラヌ・ラモーナ
・�1920年代半ば以降の日活直営館における無声映画伴奏：「ヒラノ・コレクション」からみる伴奏曲目レパートリーの形成と楽譜配給 .... 紙屋

牧子、白井史人、柴田康太郎
・ジョン・フレッチャーの劇における超自然的存在と歌─パロディと観客操作 .... 辻川美和
・留日した舞台美術家呉剣声について .... 鈴木直子
・振付家・石田種生が目指した “日本の風土的なバレエ” ─ 社会主義リアリズムによる民族バレエからの転換 .... 稲田奈緒美

（2）図録
ゴヤ銅版画集〈妄〉
―人間の不条理―

発行：2015年９月10日
A4判　76ページ
価格：1,200円（税込）

（4）図録
早稲田大学エジプト調査
50年のあゆみ

発行：2015年12月５日
A4判　78ページ
価格：800円（税込）

（3）図録
日吉館をめぐる文化人
―會津八一と奈良―

発行：2015年10月17日
A4判　80ページ
価格：1,000円（税込）

（2）図録
幻燈スライドの博物誌　
プロジェクション・メディアの考古学

発行：2015年４月１日
A5判　184ページ
価格：2,400円（税込）

（3）図録
Who Dance? 
振付のアクチュアリティ

発行：2015年12月20日
A5判　248ページ
価格：2,500円（税込）
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【文化企画課】
（1）図録
宮崎滔天と早稲田に学んだ
中国留学生展

（5）早稲田に歴史あり1 （6）早稲田に歴史あり2

発行：2016年１月19日
B5判　56ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2015年４月６日
A5判　26ページ
価格：200円（税込）

発行：2015年４月６日
A5判　26ページ
価格：200円（税込）

創立者大隈重信の功績が一目で分かる、
貴重な資料を多数収録。

論文１本『四つの大隈銅像と政治家大隈重信』、小特集１本
『大隈重信関係文書』完成記念 ─『大隈重信関係文書』編纂の

成果と意義、資料紹介『2014年度永里 ─ 吉氏寄贈永里吉光旧
蔵資料・図書』、そのほか早稲田大学百五十年史編纂事業進捗
状況報告、事業報告、展示会報告などを収録。

【大学史資料センター】
（1）図録
大隈重信の軌跡

（2）記要
早稲田大学史記要四十七巻

発行：2015年９月28日
A4判　72ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2016年２月29日
A4判　300ページ

（5）紀要
早稲田大学會津八一記念博物館
紀要第17号

発行：2015年３月25日
A4判　172ページ
価格：1,000円（税込）

（2）�キャンパスが 
ミュージアム

vol.1《早稲田キャンパス編》

（3）�キャンパスが 
ミュージアム

vol.2《大隈庭園編》

（4）�キャンパスが 
ミュージアム

vol.3《藪野 健の芸術》

発行：2015年７月31日
A5判　24ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年４月６日

発行：2015年７月31日
A5判　13ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年４月６日

発行：2015年７月31日
A5判　22ページ
価格：200円（税込）
改訂版。初版は2014年６月20日

【早稲田大学編】

岩波書店から刊行された。大隈重
信の思想が日本の発展にいかに影
響を与えたかを理解し、卒業後の
社会生活においても役立てること
ができるよう、記念会堂（戸山
キャンパス）建替えにより全体卒
業式を実施できない2016年３月
より３年間、早稲田大学校友会の
支援を得て、全学部卒業生に配付
することとした。

（1）大隈重信演説談話集

発行：2016年３月16日
A6判　509ページ
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早稲田大学では、多くのオリジナルグッズを制作・販売している。ここでは、特に文化推進部の各機関が2015年度に制作・販売
したミュージアムグッズについて記録する。なお、価格は2016年３月31日現在のものである。

【演劇博物館】
（1）ぽち袋 （2）グリーティングカード2016

（4）一筆箋

３種類（各３枚入り）、裏面に絵に関する簡単な説明付き　
W6.8㎝× H11.8㎝　400円（税込）

専用封筒、表紙の絵に関する説明付き
W21㎝×H11㎝（二つ折り時）　200円（税込）

30枚入り　
W8㎝× H18㎝
300円（税込）

（3）ポストカード （5）クリアファイル

（6）チケットホルダー

20種類　ハガキサイズ　100円（税込）

４種類　A4サイズ
200円（税込）

W10㎝× H23㎝
300円（税込）

（8）ベケット・エコバッグ

A4サイズ　300円（税込）

（7）コースター

10枚入り　9㎝×9㎝
200円（税込）【會津八一記念博物館】

（1）クリアファイル

２種類（「明暗」「学規」）　A4サイズ　200円（税込）

（2）一筆箋

300円（税込）

【早稲田大学編】
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【文化企画課】

《藪野健　大隈講堂 絵画シリーズ》

（3）ポストカード

（1）カレンダー

（6）�大隈講堂 
一筆箋

（10）�大隈講堂 
ポストカード

（2）クリアファイル

（7）�大隈講堂 
マグカップ

（11）�「集り散じて」 
ポストカード

（8）�大隈講堂 
トートバッグ（ベージュ）

（12）�ブックカバー（藪野健 WASEDA MAP）

（9）�大隈講堂 
トートバッグ（ブラック）

（4）ミニクリアファイル

（5）ミニメモパッド（3）ポストカード

34種類　ハガキサイズ　100円（税込）

A3判　壁掛け　
500円（税込）

１冊40枚　410円（税込）

100円（税込）

磁器（美濃焼）
口径8㎝×高さ8.8㎝
1,250円（税込）

100円（税込）

カラー転写プリント
生地：ナイロン100%（厚手、裏PVC加工）
持ち手：ポリプロピレン100%
W27㎝× H36㎝× D9㎝
2,830円（税込）

300円（税込）

カラー転写プリント
生地：ナイロン100%（厚手、裏PVC加工）
持ち手：ポリプロピレン100%
W27㎝× H36㎝× D9㎝
2,320円（税込）

11.5㎝×16㎝　180円（税込）

1冊30枚　7.5㎝×7.5㎝
150円（税込）

全13種類　100円（税込）

A4判　210円（税込）
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文 化 広 報

　１．早稲田学報「waseda topics」掲載記事

　３．メ ー ル ニ ュ ー ス

　文化推進部の広報活動として、定期的に掲載してい

るものを紹介する。以下のほか、文化推進部では演劇

博物館、會津博物館でもイベント案内を中心とした

メールニュースを発行している。

号　数 記　事　題　名 執　筆　者
2015年4月号 2015年春季企画展　学徒たちの戦場―戦後七〇年 檜皮瑞樹（大学史資料センター助教）

2015年6月号 「難波田龍起・史男の世界」展 奥間政作（會津八一記念博物館助手）

2015年6月号 「近世の禅画」展 浅井京子（會津八一記念博物館特任教授）

2015年6月号 2014年受贈資料展 廣木　尚（大学史資料センター助手）

2015年8月号 「色絵と五彩」展 浅井京子（會津八一記念博物館特任教授）

2015年8月号 「ゴヤ銅版画集〈妄〉―人間の不条理―」展 奥間政作（會津八一記念博物館助手）

2015年8月号 没後50年「写真家としてのル・コルビュジエ」展 「写真家としてのル・コルビュジエ」展実行委員会事務局

2015年10月号 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」、「映画女優　京マチ子展」、
エンパク「青空市」 演劇博物館企画担当者

2015年10月号 企画展「日吉館をめぐる文化人　―會津八一と奈良―」 金　志虎（會津八一記念博物館助手）

2015年10月号 「白隠・遂翁・東嶺」展 浅井京子（會津八一記念博物館特任教授）

2015年10月号 シンポジウム「大隈に手紙を寄せた人びと―大隈重信へのまなざし― 星原大輔（大学史資料センター非常勤嘱託）

2015年12月号 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館企画担当者

2015年12月号 「早稲田大学エジプト調査 50年のあゆみ」展 平原信崇（會津八一記念博物館助手）

2015年12月号 「富岡コレクションの漆工芸　―漆絵盆を中心に―」 浅井京子（會津八一記念博物館特任教授）

2016年2月号 脚本アーカイブズ・シンポジウム2016 演劇博物館企画担当者

2016年2月号 人のかたち 浅井京子（會津八一記念博物館特任教授）

　２．W a s e d a  O n l i n e（ワセダオンライン）　（http//www.yomiuri.co.jp/adv/wol）

　毎月掲載。2008年５月から、Yomiuri Online（読売新聞社、
インターネット版）ワセダオンラインとして掲載。早稲田大学
のニュース、研究力などの分野に分かれており、その中の「文

化」の欄で記事を掲載している。日本語で掲載された後、翌週
からは英語訳でも掲載される。

年　月 記　事　題　名 執　筆　者
2015年8月12日 「早稲田文学が英語圏最大の文芸誌とコラボレーション」 窪木竜也（早稲田文学編集室）

2015年10月14日 「大隈重信展―早稲田から世界へ―」展に寄せて 星原大輔（大学史資料センター）

2015年10月29日 演劇博物館秋季企画展「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」オープンに寄せて 越智雄磨（演劇博物館助手）

2015年11月11日 古都宿帳―早稲田大学奈良研修旅行― 金　志虎（會津八一記念博物館助手）、 
熊谷麻美（大学院文学研究科修士課程）

2016年3月9日 「早稲田の通信講義録とその時代　1886－1956」展に寄せて 廣木　尚（大学史資料センター助手）

発行号数 発行日 主　な　記　事
43 5月28日 ・「Museum Week 2015」開催！（6 / 8～6 / 12）

44 6月４日 ・6 / 8（月）～6 / 12（金）「Museum Week 2015」いよいよ開催！
・「早稲田学生文化・芸術祭」開催中　6 / 6（土）・6 / 7（日）のオムニバス公演は必見！

45 6月26日 ・本庄早稲田の杜地域連携展覧会「児玉地域のはにわ大集合」
・「児玉地域のはにわ大集合」関連ワークショップ『はにわを作ろう―「はにぽん」の謎を教えます（レクチャー）』

46 7月20日 ・ジェイ・ルービン、柴田元幸公開講演会
・2015年度夏季休業期間中事務取扱

47 8月28日

・第８回早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業　学生演劇公演「さよなら自転車泥棒」
・ワセジョ落語会
・輝け！早稲田文化！
・日本舞踊と早稲田大学 ～伝統と希望2015～
・明日に架ける橋～朗読劇『あん』
・秋季企画展「大隈重信展―早稲田から世界へ―」　シンポジウム「大隈に手紙を寄せた人びと―大隈重信へのまなざし―」

48 10月29日 ・多和田葉子・高瀬アキ　パフォーマンス & ワークショップ

49 11月26日
・ウェブサイト「早稲田文化」リニューアルオープン
・中野区・早稲田大学文化交流事業　早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2015」（11月29日）
・「宮崎滔天と早稲田に学んだ中国留学生」展（2016年１月19日～２月26日）

文
化
広
報
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　４．新聞・雑誌・テレビで取り上げられた主なもの

掲載日・掲載号 媒　　体 記事題名 取り扱い箇所

４月１日 J: COM 港・新宿「じもとぴ」 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

４月１日 宝島社『mini』５月号 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

４月１日 住宅建築 役者の棲み家　第10回「早稲田大学坪内博士記念演劇博物館　小劇場勉強会」 演劇博物館

４月３日 産経新聞　首都圏版 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

４月10日 月刊　展覧会ガイド 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

４月10日 東京新聞 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

４月15日 書道美術新聞 「黄檗僧と明清」展開く早大・八一記念博で 會津博物館

４月17日 週間ポスト 鳥の絵が特徴的な島谷昇の表紙絵 會津博物館

４月22日 朝日新聞　多摩マリオン 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

４月29日 朝日新聞　東京マリオン 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

４月30日 月刊　書道界 近世の禅画 會津博物館

５月３日 東京新聞 「幻燈スライドの博物誌」 演劇博物館

５月23〜29日 18:00、
23:30、翌12:00 J: COM 港・新宿「週刊みなしんワイド」 ワークショップ「人間ゾートロープ」特集 演劇博物館

５月25日 東京新聞夕刊 演劇博物館 新収蔵品展 演劇博物館

５月29日 東京新聞　  比べてみま選科　大学の博物館 演劇博物館

５月29日 大学知的見聞録2016 會津八一記念博物館 會津博物館

５月31日 朝日新聞 「幻燈スライドの博物誌」 演劇博物館

６月号 東京メトロ沿線だより 「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

６月４日 東京新聞 近世の禅画 會津博物館

６月16日 読売新聞 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

６月19日 朝日新聞 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

６月24日 読売新聞 幻燈展――プロジェクション・メディアの考古学 演劇博物館

６月30日 『首都圏 大学図書館ガイド オトナの知的空間案内』 演劇博物館

７月１日 和樂８・９月号 巻頭大特集「日本美術を楽しむための、ニッポンの美術館100」 演劇博物館

７月１日 東京都交通局発行フリーマガジン『とでんで。』Vol.８ 演劇博物館

７月４日 日本経済新聞 没後50年「写真家としてのル・コルビュジエ」展 會津博物館

７月13日 テレビ朝日「東京サイト」 演劇博物館

７月23日 毎日新聞 コルビュジエ初の写真展 會津博物館

７月23日 読売新聞 モダニズム建築の巨匠　コルビュジエ撮影の写真展 會津博物館

７月24日 毎日新聞 コルビュジエ初の写真展　新宿　フランスの名建築家 會津博物館

７月30日 韓国 KBS「ドキュメンタリー One　日清戦争」 「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

７月30日 東京新聞 「色絵と五彩―赤の彩り―」展 會津博物館

８月１日 陶説８月号 色絵と五彩―赤の彩り― 會津博物館

８月２日 朝日新聞 文化の扉「はじめての女優 in 日本　圧倒的多数が憧れた存在感」 演劇博物館

８月14日 テレビ朝日 終戦70周年記念特別番組「いま伝えるべきこと～ 70年目の証言」 演劇博物館

９月１日 東京都交通局発行フリーマガジン『とでんで。』Vol.９ 演劇博物館

９月１日 陶説９月号 色絵と五彩―赤の彩り― 會津博物館

９月２日〜 PRE ☆ STAGE 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」、「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

９月５日 詳細地図で歩きたい町　東京2016 巻頭特集「 ０円で楽しむ東京」 演劇博物館

発行号数 発行日 主　な　記　事

50 12月18日
・年末年始の事務取扱について
・「宮崎滔天と早稲田に学んだ中国留学生」展（2016年１月19日～２月26日）

51 2016年１月22日
・「宮崎滔天と早稲田に学んだ中国留学生」展（ ～ 2016年２月26日）
・シンポジウム「宮崎滔天と中国人留学生たち」
・「早稲田大学スペシャル・コンサート with 日本フィルハーモニー交響楽団」

52 2016年2月18日
・「宮崎滔天と早稲田に学んだ中国留学生」展（ ～ 2016年２月26日）
・「早稲田大学スペシャル・コンサート with 日本フィルハーモニー交響楽団」
・美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業　みのかも「声のドラマ」の会 朗読公演

53 2016年2月25日

・【 ２月26日まで】「宮崎滔天と早稲田に学んだ中国留学生」展
・「早稲田大学スペシャル・コンサート with 日本フィルハーモニー交響楽団」
・美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業　みのかも「声のドラマ」の会　朗読公演
・2016年度春季企画展「早稲田の通信講義録とその時代1886－1956」

54 2016年3月25日
・卒業生に贈る大隈重信の言葉―『大隈重信演説談話集』を全卒業生に配付―
・「早稲田スポーツ展～仰ぐは同じき理想の光」開催
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　５．早稲田大学文化資源情報ポータル

　早稲田大学の各機関ごとに現在公開している文化資源データ

ベースを横断的に検索できるようにして、貴重資料をネット上

で検索・閲覧できるようにすること、また個々の資料の関連性

を把握できるようにすることにより、教育・研究に役立つだけ

でなく広く社会に本学の文化資源情報を発信することを目的と

している。

　坪内博士記念演劇博物館（10データベース）、會津八一記

念博物館（10データベース）、大学史資料センター（ ４データ

ベース）の各データベースを一元的に横断検索し、閲覧するこ

とができるシステムである。閲覧できる内容は、データベース

化された文化資源の学術的な解説、画像などである。

　例えば「大隈重信」と入力すると、該当する資料を所蔵する

機関、そのデータベース名、件数が横断検索される。その検索

結果からさらに具体的な作品タイトル、作者などが表示され、

最終的に個々の文化資源情報に到達することができる。

　現状では全ての収蔵品がデジタル化されているわけではない

が、今後さらに新規データベースを構築して順次追加していく

予定である。また上記三機関が機動的に文化資源を Web 公開

するための共通プラットフォームの構築を進めていくことも計

画している。

掲載日・掲載号 媒　　体 記事題名 取り扱い箇所

９月25日 NHK 総合テレビ 「金曜 eye　青春テレビ “お宝映像” がよみがえる！」 演劇博物館

９月30日 朝日新聞 ミュージアム情報網（「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」） 演劇博物館

９月30日 月刊　書道界 白隠・遂翁・東嶺 會津博物館

10月号 東京メトロ沿線だより 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館

10月５日～ 美術手帖 WEB サイト「bitecho」 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館

10月６日～ WEB サイト　映画ナタリー 「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

10月６日 読売新聞 「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

10月９日 読売新聞 「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

10月15日 読売新聞 早大で大隈重信展 大学史資料センター

10月31日 東京新聞 「白隠・遂翁・東嶺」展 會津博物館

11月１日 陶説11月号 輸出される・輸入された陶磁 會津博物館

11月11日 WEB サイト　フィガロジャポン 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館

11月17日 美術手帖12月号 新人月評（「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」） 演劇博物館

11月18日 朝日新聞 「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

11月20日 フィガロジャポン12月号 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館

11月21日 SBN「にいがた偉人伝」 會津八一　～深く、この生を愛すべし～ 會津博物館

11月30日～ 12月６日 J: COM 港・新宿 デイリーニュースダイジェスト港新宿（エンパク★こども映画教室2015） 演劇博物館

12月〜 WEB サイト　AllAbout「アート・美術展」 「映画女優　京マチ子展」 演劇博物館

12月１日 陶説12月号 輸出される・輸入された陶磁 會津博物館

12月３日 東京新聞 富岡コレクションの漆工芸―漆絵盆―を中心に 會津博物館

12月15日～ 読売新聞 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館

12月17日 時事通信社電子行政ニュース「i JAMP」 エンパク★こども映画教室2015 演劇博物館

12月18日 週刊ポスト 坪内祐三の美術批評「眼は行動する」 演劇博物館

12月20日 朝日中学生新聞 早稲田大学エジプト調査　50年のあゆみ　学生たちが切り開いた研究 會津博物館

新年号 柳町クラブ「牛込柳町界隈」（フリーペーパー） 演劇博物館

2016年１月１日 陶説１月号 輸出される・輸入された陶磁 會津博物館

2016年１月７日～ アンスティチュフランセ HP メールニュース 「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館

2016年１月７日～ JCDN（ジャパンコンテンポラリーダンスネットワーク）「Who Dance? 振付のアクチュアリティ」 演劇博物館

2016年１月31日 東京新聞 キャンパスインフォメーション 演劇博物館

2016年２月１日 陶説２月号 人のかたち 會津博物館

2016年２月５日 読売新聞 ショウタイム発想自由「こども映画教室」有名監督が制作指導 演劇博物館

2016年２月12日 信濃毎日新聞 日本に学んだ中国建国　100年前の日中交流史　早大で展示 文化企画課

2016年２月12日 熊本日日新聞 中国建国の士　日本で学ぶ 文化企画課

2016年２月27日 東京新聞 「人のかたち」展 會津博物館

2016年２月29日 月刊　書道界 「人のかたち」展 會津博物館

2016年３月27日 新宿観光振興協会発行情報誌「新宿 plus vol. ４」 「ART&Café」 演劇博物館

2016年３月30日 読売新聞 早大で通信講義録展 大学史資料センター

１．目 　 的

２．主要機能・特徴

http://www.enpaku.waseda.ac.jp/db/cr/portal/
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【 博物館・資料センターの概要 】
名　 称 坪内博士記念演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター
所 在 地 ５号館 ２号館 79号館

概 要

１階：シ�ェイクスピアの世界 
六世中村歌右衛門記念特別展示室

１階：企�画展示室 
富岡重憲コレクション展示室 
大隈記念室 

（大学史資料センター所管）
５階：レ�ファレンスルーム 

・歴史的資料 
・高等教育出版物 
・高等教育関係資料

２階：逍�遙記念室 
民俗芸能 
企画展示室 ２階：常�設展示室 

・東洋美術資料 
・近代美術資料 
・考古資料 
・アイヌ民族資料 
・書画資料

３階：日�本の演劇 
（古代、中世、近世、近代、現代） 

和書閲覧室（５号館１階） 
外国語図書閲覧室（６号館３階） 
AV ブース（６号館３階）

お問い合わせ
Tel：03-5286-1829 Tel：03-5286-3835 Tel：042-451-1343

E-mail：enpaku@list.waseda.jp E-mail：aizu@list.waseda.jp E-mail：archives@list.waseda.jp

【文化施設の概要】

名 称
大隈記念講堂

小野記念講堂 ワセダギャラリー 125記念室
大講堂 小講堂

所 在 地 21号館１階 21号館 B １ 階 27号館 B ２ 階 27号館 B １ 階 26号館10階

利 用 目 的
式典
講演・討論
舞台・上演

講演・討論
舞台・上演

講演・討論
演劇・映画

小規模な企画展
写真・絵画など

展覧会
美術品・貴重品

座 席 数 1,121席（車椅子用２席） 300席（車椅子用１席） 206席 
（最小161席・最大236席） － －

主 要 設 備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
同時通訳設備
ネットワーク設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
ネットワーク設備

常設展示壁
可動式展示壁
展示台
ディスプレイ

展示ケース
映像音響設備

付 属 施 設

控室
調整室
調光室
映写室
同時通訳ブース

控室
調整室

楽屋・準備室
調整室

そ の 他 貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

※�文化推進部主催 
展覧会のみ

※「125記念室」は貸出の対象ではありません。

　文化推進部は「大隈記念講堂」「小野記念講堂」「ワ

セダギャラリー」を管理している。学内行事を開催す

ることを優先しているが、そのほか学生団体を含め、

学内団体のみならず、学外の機関・団体にも広く利用

されている。また、大隈記念講堂については外部から

多くの見学者が訪れている。

　３．ワセダギャラリー（56.35㎡）

　１．大 隈 記 念 講 堂
　大隈重信をしのび、創立45周年の1927（昭和２）年10月15

日に竣工された。創立125周年にあたる2007年10月に改修工事

を終え、リニューアルオープンされた。全館空調設備が整えら

れ、情報系の設備も完備した多様な用途に応えられる施設と

なった。早稲田大学のシンボルとして、大隈記念講堂は大講

堂・小講堂とも学内外の機関から国際会議、演劇、コンサー

ト、映画などに利用されている。2007年12月に国の重要文化

財に指定された。

　２．小野記念講堂
　正門前の歴史的景観ゾーン整備の一環として、2005年に建

設された小野梓記念館（27号館）の地下２階にオープンした。

「文化活動の成果を発表し、さらに世界の文化と交流を図るた

めのホール」にすることを目標にしている。

　2014年秋に小野梓記念館地下１階にリニューアルオープン。写真展、絵画展、書展などに利用されている（学内箇所・教職員利用可）。
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講 堂 設 備 技 能 判 定 会 ・初 心 者 説 明 会

■施設利用の状況
2015年度

使用日数※1
利用団体内訳

その他※2
文化施設 利用件数 学内箇所 学生団体 学外団体

大隈記念講堂大講堂 282日 315件 183件 39件 2件 91件

大隈記念講堂小講堂 271日 241件 153件 22件 2件 65件

小野記念講堂 266日 227件 132件 15件 4件 76件

ワセダギャラリー ※3 237日 15件 15件 － －

■ワセダギャラリー使用状況
イベント名 開催期間 主催者

早稲田スポーツ展～仰ぐは同じき理想の光～ ３月25日～４月28日 競技スポーツセンター

第６回早稲田学生文化・芸術祭（絵画会・生花研究会） ５月12日～ 22日 学生部・文化推進部

オープンカレッジ書道展 ６月２日～５日 エクステンションセンター

オープンカレッジ木版画展 ６月８日～ 13日 エクステンションセンター

精神医療ミュージアム移動展示プロジェクト企画展 ６月15日～ 22日 精神医療ミュージアム移動展示プロジェクト

長崎県被爆体験写真展 ７月14日～ 27日 グローバルエデュケーションセンター

渡部大語書作展―書の花々を咲かせましょう― 10月８日～ 15日 文化推進部

白バラ―ヒトラーに抗した学生たち― 10月20日～ 11月13日 村上公子研究室

グアラニー族の先住民共同体の変容 11月14日 地域・地域間研究機構

オープンカレッジ芸術展（水彩画展・写真展） 11月16日～ 12月11日 エクステンションセンター

生命のメッセージ展 12月14日～ 21日 学生部学生生活課

教育学部博物館実習クラス成果発表展 2016年１月６日～ 30日 教育学部博物館実習Ｇクラスほか

エキゾティック／ノスタルジック　写真・映像展 2016年２月１日～３日 法学部教養演習（表象文化）Ｆ

中国現代絵画展 2016年２月15日～ 26日 GITS

早稲田スポーツ展～仰ぐは同じき理想の光～ 2016年３月24日～４月26日 競技スポーツセンター

※1 �使用日数には、本番当日だけでなくリハーサル、設営準備、撤収日も含む。
※2 �「その他」とは下見、見学、施設点検、定期清掃などが含まれる。
※3 学内箇所のみ利用可能である。

※4 �大隈記念講堂・小野記念講堂については、１～４月と８月は公式行事、
施設点検、定期清掃などのメンテナンスのため原則外部団体への貸出
は行っていない。

　学生団体が大隈記念講堂および小野記念講堂に設置されてい

る照明や音響設備を利用するにあたり、技能判定会の受験およ

び合格を義務付けている。専門技師が各講堂設備を使いこなせ

る技術力の判定を行い、技量のある学生に調整室への入室許可

を与えている。年２回、春と秋に開催している。

　また、2010年度より、初心者学生向けの照明・音響設備に関

する説明会を年３回実施している。2015年度は、使用方法に

ついての再講習を実施し、技能面と調整室の利用のマナーにつ

いて、啓蒙活動を行った。

　なお、2016年度より小野記念講堂の音響技能検定は、受講者

の減少のため休止の予定である。

（1）講堂設備技能判定会
■大隈記念講堂（照明設備）
【第16回】８月５日（参加者５名）
【第17回】�2016年２月24日、２月25日 

（参加者16名）
※�大隈記念講堂の音響設備技能判定会は 

実施していない。

■小野記念講堂（照明設備）
【第13回】８月26日（参加者１名）
【第14回】�2016年３月９日、３月10日 

（参加者14名）
■小野記念講堂（音響設備）
【第13回】８月25日
【第14回】2016年３月８日

いずれも受講者無しで実施していない。

（2）講堂設備初心者説明会
■�学生向け（一般学生および早稲田学生・

文化芸術祭参加団体向け、於小野記念講
堂）

【第12回】2014年９月１日
【第13回】2015年２月４日
【第14回】2016年３月15日（参加者３名）

第12回は受講者無し、第13回は参加予定者が欠席したため、
実施していない。

大隈記念講堂
大講堂

大隈記念講堂
小講堂

小野記念講堂 ワセダギャラリー
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■文化推進部（文化企画課所管）
１．文化推進会議

（1）開催記録
７月29日

（2）委員� （2016年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 十重田裕一 文化推進部長

第４条一号による委員
２ 宗像　和重 文化推進部副部長
３ 古谷　修一 教務部長

第４条二号による委員４ 齊藤　泰治 学生部長
５ 根本　　進 総務部長
６ 横山　勝常 社会連携推進室長

第４条三号による委員
７ 三神　弘子 国際コミュニティセンター長
８ 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長

第４条四号による委員９ 塚原　　史 會津八一記念博物館館長
10 大日方純夫 大学史資料センター所長
11 深澤　良彰 図書館長

第４条五号による委員
12 太田　正孝 エクステンションセンター所長
13 土屋　　純 競技スポーツセンター所長
14 村上　公一 平山郁夫記念ボランティアセンター所長
15 橋本　周司 学事総括常任理事

第４条第２項による委員
16 李　　成市 文化推進担当理事
17 村上　公一 学生担当理事
18 花尾　能成 総務担当理事

２．三機関長協議会
（1）開催記録

７月15日

（2）委員� （2016年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職
１ 李　　成市 文化推進担当理事
２ 十重田裕一 文化推進部長
３ 宗像　和重 文化推進部副部長
４ 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長
５ 塚原　　史 會津八一記念博物館館長
６ 大日方純夫 大学史資料センター所長

３．アドバイザリー・コミッティ
（1）開催記録

６月25日

（2）委員� （2016年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職
１ 阿刀田　高 作家（元早稲田大学客員教授）
２ 岩本　憲児 早稲田大学名誉教授
３ 鳥越　文蔵 早稲田大学名誉教授

４ 永井多恵子
公益財団法人せたがや文化財団理事長
元日本放送協会副会長

５ 山本　健一
演劇評論家
元朝日新聞東京本社編集委員

※所属は2016年３月31日現在
４．出版企画委員会

（1）開催記録
臨　時　７月２日

第２回　2016年２月１日

（2）委員
　委員会は、出版企画委員会設置要綱の規定による本部役職委員４名、各学術院長推薦委員10名、文化推進を担当する理

事推薦委員２名の合計16名で構成されている。

　嘱任期間は2014年５月１日～ 2016年４月30日である。

　なお、出版審査内容は非公開のため、委員名を省略する。
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■演劇博物館
１．坪内博士記念演劇博物館協議員会

（1）開催記録
第１回　５月13日　　　第２回　10月29日　　　第３回　12月11日　　　第４回　2016年２月25日

（2）委員� （2016年３月31日現在）

No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 岡崎　由美 文学学術院教授

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館規則第
９条一号による委員 

（文学学術院選出）

２ 小松　　弘 文学学術院教授
３ 武田　　潔 文学学術院教授
４ 竹本　幹夫 文学学術院教授
５ 藤井慎太郎 文学学術院教授
６ 水谷　八也 文学学術院教授
７ 荻野　静男 政治経済学術院教授

第９条二号による委員 
（第一号以外の学術院・学校選出）

８ 上村　達男 法学学術院教授
９ 丸川　誠司 教育・総合科学学術院教授
10 猪股　正廣 商学学術院教授
11 秋葉　裕一 理工学術院教授
12 島　　善高 社会科学総合学術院教授
13 原　　知章 人間科学学術院准教授
14 杉山　千鶴 スポーツ科学学術院教授
15 三神　弘子 国際学術院教授
16 小向　和誠 高等学院教諭
17 吉田　　茂 本庄高等学院教諭
18 伊沢　　久 芸術学校教授
19 塚原　　史 會津八一記念博物館館長 第９条三号による委員
20 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長

第９条四号による委員
21 児玉　竜一 坪内博士記念演劇博物館副館長

2 0 1 5 年 度 　 各 種 会 議

■會津八一記念博物館
１．會津八一記念博物館協議員会

（1）開催記録
第１回　５月20日　　　第２回　11月18日　　　第３回　2016年１月20日　　　第４回　2016年２月19日

（2）委員� （2016年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ マーク・ジュエル 政治経済学術院教授

第10条一号による委員 
（学術院選出）

２ 谷　　昌親 法学学術院教授
３ 肥田　路美 文学学術院教授
４ 和田　敦彦 教育・総合科学学術院教授
５ 鳥羽　至英 商学学術院教授
６ 入江　　克 理工学術院教授
７ 島　　善髙 社会科学総合学術院教授
８ 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
９ 太田　　章 スポーツ科学学術院教授
10 平山　　廉 国際学術院教授
11 大髙保二郎 文学学術院教授

第10条二号による委員 
（館長推薦）

12 近藤　二郎 文学学術院教授
13 坂上　桂子 文学学術院教授
14 高橋龍三郎 文学学術院教授
15 丹尾　安典 文学学術院教授
16 成澤　勝嗣 文学学術院教授
17 山田　磯夫 文学学術院教授
18 千葉　俊二 教育・総合科学学術院教授
19 内田　悦生 理工学術院教授
20 古谷　誠章 理工学術院教授
21 浅井　京子 會津八一記念博物館特任教授
22 深澤　良彰 図書館長

第10条三号による委員23 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長
24 大日方純夫 大学史資料センター所長
25 李　　成市 文化推進担当理事 第10条四号による委員
26 古谷　修一 教務部長

第10条五号による委員
27 十重田裕一 文化推進部長
28 塚原　　史 會津八一記念博物館館長

第10号六号による委員
29 川尻　秋生 會津八一記念博物館副館長
30 林　　幸樹 會津八一記念博物館事務長 第10条七号による委員
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■大学史資料センター
１．大学史資料センター運営委員会

（1）開催記録
第１回　６月10日　　　第２回　11月25日　　　第３回　2016年１月13日　　　第４回　2016年２月26日

（2）委員� （2016年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 李　　成市 文化推進担当理事 第８条一号による委員
２ 堀　　真清 政治経済学術院教授

第８条二号による委員

３ 吉田　　裕 法学学術院教授
４ 森田　貴子 文学学術院准教授
５ 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
６ 矢後　和彦 商学学術院教授
７ 清宮　　理 理工学術院教授
８ 島　　善高 社会科学総合学術院教授
９ 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
10 石井　昌幸 スポーツ科学学術院准教授
11 山岡　道男 国際学術院教授
12 岡本　宏一 校友会常任幹事・総長室長 第８条三号による委員
13 沖　　清豪 文学学術院教授

第８条四号による委員
14 北河　賢三 教育・総合科学学術院教授
15 大日方純夫 大学史資料センター所長

第８条五号による委員

16 古谷　修一 教務部長
17 深澤　良彰 図書館長
18 塚原　　史 會津八一記念博物館館長
19 十重田裕一 文化推進部長
20 根本　　進 総務部長
21 長谷川友彦 大学史資料センター事務長

２．早稲田大学百五十年史編纂委員会
（1）開催記録

第１回　６月24日　　　第２回　12月１日

（2）委員� （2016年３月31日現在）
No. 氏　名 所属・役職 選出区分
１ 李　　成市 文化推進担当理事

第４条一号による委員２ 佐藤　正志 教務担当理事
３ 花尾　能成 総務担当理事
４ 大日方純夫 大学史資料センター所長 第４号二号による委員
５ 十重田裕一 文化推進部長

第４号三号による委員６ 恩藏　直人 広報室長・理事
７ 深澤　良彰 図書館長
８ 川口　　浩 政治経済学術院教授

第４条四号による委員

９ 土田　和博 法学学術院教授
10 真辺　将之 文学学術院准教授
11 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
12 横山　将義 商学学術院教授
13 内田　健康 理工学術院教授
14 島　　善高 社会科学総合学術院教授
15 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
16 石井　昌幸 スポーツ科学学術院准教授
17 鈴木　義昭 国際学術院教授
18 浅古　　弘 大学院法務研究科教授

第４条五号による委員
19 沖　　清豪 文学学術院教授

2 0 1 5 年 度 　 各 種 会 議
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■各機関の主管施設の利用状況
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

展示室名 演劇博物館（５号館） 會津八一記念博物館（２号館） 大隈記念室（２号館１階） 125記念室（26号館10階）

開館日数 263 241 240 133

入館者数 54,794 30,221 － 6,135

展覧会企画件数 6 11 4 4

展覧会来場者数 ※1 140,458 54,611 27,707 6,135

■各機関文化事業および教育活動の実績総数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

催し物件数 29 3 2 10

催し物来場者数 ※2 4,797 297 183 17,008

各箇所設置および 
協力授業コマ数 ※3

6 60 2 0

各箇所設置および 
協力授業登録者人数 ※3

84 1,807 404 0

各箇所主催および 
協力課外活動実施数 ※4

50 222 4 6

各箇所主催および協力 
課外活動参加人数 ※4

5,389 6,147 878 3,451

■各機関学内外出品・協力件数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

各主管箇所出品・ 
展示協力件数 11 17 6 2

※1 展覧会には常設展と企画展が含まれる。
※2 催し物は学内外での公演・講演会・（研究）公開講座とする。
※3 �各箇所設置および協力授業のコマ数は学内設置の授業のコマ数とし、登録者数は設置科目の人数のほか、学部・大学院授業へ

の協力の授業の受講生数を示す。
※4 �各箇所主催および協力課外活動実施数は、見学授業・修学旅行・学校見学会など課外授業見学者の受け入れの件数のほか、学

内外の生涯学習への協力（エクステンションや市民講座）、共催や地域交流事業の件数とし、参加人数は、上記定義に関連する
事業に参加した人数とする。

■図書資料・AV 資料の受け入れ状況

和書 アジア圏図書
（中国語・韓国語） 洋書 貴重書 AV 資料 受け入れ 

図書総計
寄贈資料点数
（図書以外）

演劇博物館 ※5 2,826 151 308 437 3,079 6,801 28 ※6

會津八一記念博物館 487 5 0 0 0 492 66

大学史資料センター 752 2 3 43 17 800 836

※5 演劇博物館は、演劇・映像関係図書収蔵の図書館を併設し、和書・アジア圏図書・洋書・貴重書・AV 資料などを閲覧できる。
※6 寄贈資料点数は、図書以外の寄贈資料の点数の総計である。なお、演劇博物館の点数については、件数を示している。






